
資
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キ
ム

・
ス
ン
ジ
ュ
ン

『
南
朝
鮮
に
わ
け
る
農
地
改
革
」

　
□
解
題
〕
　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
刻
々
の
重
大
化
・
三
矢
作
戦
の
ぼ
く
ろ
・
日
韓
条
約
批
准
問
題
と
い
っ
た
一
連
の
緊
迫
し
た
状
勢
の

な
か
で
、
　
「
韓
国
」
な
る
も
の
の
正
体
を
そ
の
経
済
の
土
台
か
ら
あ
ら
た
め
て
見
直
す
必
要
を
わ
れ
わ
れ
は
痛
感
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
李
承
晩
「
政
権
」
が
行
っ
た
「
農
地
改
革
」
の
正
体
が
ま
ず
も
っ
て
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
そ
れ
に
ぴ
た
り

と
答
え
て
く
れ
る
好
著
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
シ
ュ
ソ
（
金
承
俊
－
音
訳
）
著
『
「
農
地
改
革
」
以
後
の
南
朝
鮮
農
業
』
朝
鮮
労
働
党
出

版
杜
、
一
九
五
八
年
二
一
月
二
六
日
刊
（
発
行
部
数
二
一
、
○
Ｏ
○
都
）
　
　
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
南
朝
鮮
経
済
を
研
究
し
て
い

る
島
田
斉
一
君
の
協
力
を
得
て
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
書
は
表
題
を
は
じ
め
全
文
が
漢
字
ぬ
き
の
朝
鮮
語
音
文
で
か

か
れ
て
い
る
た
め
、
目
本
で
は
一
般
の
目
に
と
ま
り
に
く
く
、
ま
た
島
田
君
の
よ
う
な
研
究
者
，
の
協
力
な
し
に
は
、
利
用
し
に
く
い

の
で
あ
る
・
こ
の
書
か
ら
私
は
・
う
か
っ
に
も
私
共
が
知
ら
な
か
っ
た
事
実
を
教
え
ら
れ
、
目
を
見
ひ
レ
く
思
い
を
し
た
。
と
い
う

の
は
か
の
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
に
、
反
撃
に
転
じ
た
北
朝
鮮
人
民
軍
が
南
鮮
を
席
捲
し
て
行
く
そ
の
際
に
、
真
の
民
主
主
義
的
土
地

改
革
が
問
髪
を
入
れ
ず
行
わ
れ
て
い
っ
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
事
実
の
発
見
で
あ
る
。
こ
の
事
実
の
も
っ
意
味
は
何
と
い
っ
て
も
大

き
く
、
か
っ
素
晴
ら
し
い
。
李
承
晩
「
農
地
改
革
」
の
正
体
は
、
右
の
真
の
土
地
改
革
に
対
し
て
の
反
土
地
改
革
で
あ
り
、
右
の
土

地
改
革
の
痕
跡
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
資
料
と
し
て
か
か
げ
る
訳
文
（
島
田
君
に

よ
る
）
は
、
三
章
か
ら
な
る
同
書
の
第
一
章
に
当
る
部
分
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
部
分
は
、
李
承
晩
「
農
地
改
革
」
そ
の
も
の
の
経
過

　
　
　
キ
ム
．
ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
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』
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三
五
五
）
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．
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（
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五
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と
内
容
、
そ
れ
に
よ
る
農
業
生
産
関
係
変
化
の
本
質
を
あ
つ
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
本
質
は
さ
ら
に
、
第
二
章
以
降
の
展

開
、
と
く
に
課
税
政
策
、
食
糧
調
達
政
策
と
の
関
連
で
一
層
具
体
的
に
肉
づ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
で
き
れ
ぼ
第
二
章
、
第
三

章
を
も
招
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
匁
お
、
っ
い
で
に
い
っ
て

お
く
な
ら
ぼ
李
承
晩
「
農
地
改
革
」
の
こ
の
書
の
分
析
手
法
は
、
諸
条
件
が
ち
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
日
本
の
農
地
改
革
を
み
る
上

に
お
い
て
も
、
分
析
手
法
と
し
て
参
考
に
な
る
点
が
少
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
次
に
参
考
ま
で
に
原
著
の
目
次
の
構
成
を
か
か
げ
て

お
く
。
こ
の
訳
文
が
あ
つ
か
っ
た
第
；
早
の
表
題
と
節
の
見
出
し
は
、
私
の
と
こ
ろ
で
、
適
宣
に
あ
ら
た
め
た
表
現
を
用
い
る
こ
と

に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
　
晴
丸
）

〔
目
次
〕

第
一
章
米
帝
お
よ
び
李
承
晩
傭
偲
政
権
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
農
地
改
革
」

　
第
一
節
「
農
地
改
革
」
の
動
機
と
目
的

　
第
二
節
「
農
地
改
革
法
」
の
反
動
的
内
容

　
第
三
節
「
農
地
改
革
」
の
遂
行
と
農
業
生
産
関
係
変
化
の
本
質

第
二
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

第
三
章

　
第
一
節

　
第
二
節

の
反
動
的
本
ノ
■

「
農
地
改
革
」
後
、
米
帝
独
占
資
本
と
朝
鮮
人
隷
属
資
本
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

租
税
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

高
利
貸
信
用
体
系
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

流
通
体
系
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化

新
し
い
農
村
収
奪
機
構
と
し
て
の
「
農
業
組
合
」
お
よ
び
「
農
業
銀
行
」
と
、
そ
の
反
動
的
本
質

「
農
地
改
革
」
後
、
南
朝
鮮
の
農
業
生
産
力
の
衰
退

米
帝
お
よ
び
李
承
晩
佛
偲
政
権
の
、
い
わ
ゆ
る
重
農
政
策
の
欺
ま
ん
性

農
村
経
済
の
物
質
－
技
術
的
土
台
の
破
減



　
第
三
節

結
論

農
業
生
産
の
減
退
と
生
産
構
造
に
お
げ
る
植
民
地
的
偏
頗
性

「
農
地
改
革
」
の
性
格

　
南
朝
鮮
は
朝
鮮
の
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
て
、
こ
こ
は
土
質
が
肥

沃
で
あ
り
気
候
条
件
も
農
耕
に
適
し
て
い
る
ほ
か
に
、
水
田
が
畑
よ
り

も
多
い
。
す
な
わ
ち
、
北
朝
鮮
に
は
水
田
が
総
耕
地
面
積
の
四
分
の
一

に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
南
朝
鮮
の
そ
れ
は
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日

玩
在
五
五
石
（
二
一
八
万
余
町
歩
）
に
達
し
て
い
た
（
韓
国
銀
行
調
査

都
『
朝
鮮
経
済
年
報
』
一
八
四
八
年
版
）
。
　
そ
れ
ゆ
え
日
帝
は
統
治
初

期
か
ら
非
常
に
土
地
略
奪
に
狂
奔
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
地
は
地
主
の

手
に
一
層
集
中
さ
れ
、
植
民
地
的
・
封
建
的
搾
取
関
係
は
一
層
苛
酷
に

な
っ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
解
放
当
時
南
朝
鮮
農
村
の
土
地
所

有
の
全
貌
を
み
れ
ば
、
南
朝
鮮
の
総
耕
地
面
積
二
三
二
万
余
町
歩
の
う

ち
日
帝
お
よ
び
朝
鮮
人
地
主
の
所
有
は
、
水
田
八
九
万
町
歩
（
水
田
総

面
積
二
一
八
万
余
町
歩
の
七
〇
％
）
、
畑
五
五
万
町
歩
（
畑
総
面
積
一

〇
四
万
町
歩
の
五
三
％
）
、
合
計
一
四
四
万
余
町
歩
（
総
耕
地
面
積
の

六
二
砺
）
に
も
達
し
て
い
た
。
一
方
、
直
接
的
生
産
者
で
あ
る
農
民
の

土
地
所
有
は
、
水
田
三
九
万
町
歩
、
畑
四
九
万
町
歩
、
合
わ
せ
て
八
八

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
革
』

万
町
歩
、
す
な
わ
ち
総
耕
地
面
積
の
三
八
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
さ

ら
に
彼
ら
の
所
有
し
て
い
る
土
地
と
い
う
の
は
、
小
作
地
の
水
田
と
畑

と
の
構
成
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
そ
の
大
部
分
が
瘡
地
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
日
帝
お
よ
び
朝
鮮
人
地
主
た
ち
に
土
地
が
集
中
さ
れ
た
結
果
、

八
・
一
五
解
放
直
前
の
南
朝
鮮
農
家
総
数
二
〇
六
万
戸
の
う
ち
自
作
農

は
わ
ず
か
二
二
・
八
完
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
自
小
作
農
が
三

四
・
七
％
、
小
作
農
が
五
一
・
五
％
に
も
達
し
て
い
た
（
『
朝
鮮
経
済

年
報
』
一
九
四
八
年
版
）
。

　
こ
の
よ
う
に
地
主
に
．
隷
属
さ
れ
た
農
家
は
、
総
農
戸
数
の
八
六
・
二

％
に
毛
及
ん
で
い
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
耕
作
規
模
が
き
わ
め

て
零
細
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
南
朝
鮮
の
総
農
戸
数
の
六
七
・
九
九
完

は
一
町
歩
未
満
の
零
細
農
家
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
五
〇
％
は
五
反

歩
未
湖
の
極
零
細
農
で
あ
っ
た
。
か
か
る
条
件
の
下
で
、
地
主
が
零
細

小
作
農
を
自
己
に
隷
属
さ
せ
苛
酷
な
小
作
料
そ
の
他
、
か
ず
か
ず
の
形

態
で
い
か
に
む
じ
ひ
に
搾
取
し
て
き
た
か
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

る
。

　
八
・
一
五
解
放
凸
時
、
南
朝
鮮
の
農
村
の
土
地
所
有
関
係
は
筒
単
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
三
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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四
巻
・
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言
っ
て
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
米
軍
が
南
朝
鮮
に
進
駐
す
る
や
、
彼
ら
は
旧
来
の
土
地
所

有
権
に
何
ら
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
小
作
農
は
従
来
と
お
り
地
主
に

小
作
料
を
無
条
件
に
納
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
宣
布
し
、
そ
れ
に
よ

　
っ
て
、
日
帝
の
植
民
地
的
・
半
封
建
的
土
地
所
有
制
度
を
そ
の
ま
ま
維

持
し
よ
う
と
す
る
自
己
の
意
図
を
表
明
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
日
帝
支
配

時
代
の
土
地
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の

は
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
制
度
は

南
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
隷
属
化
政
策
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
同
盟
者
で
あ
る
地
主
階
級
の
経
済
的
地
盤
を
堅
持
す
る
と
共
に
、
勤

労
農
民
の
革
命
的
進
出
を
抑
圧
し
、
か
つ
農
民
を
苛
酷
に
搾
取
す
る
上

で
最
も
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
ア
メ

リ
カ
は
朝
鮮
人
民
を
奴
隷
化
し
て
体
系
的
に
搾
取
を
遂
行
す
る
に
は
、

｝

日
帝
の
支
配
時
代
そ
の
ま
ま
の
植
民
地
・
半
封
蓮
的
土
地
制
度
を
維
持

す
る
こ
と
こ
そ
有
利
で
あ
る
と
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
ヵ
の
土
地
－
農
業
政
策
は
そ
の
後
も
っ
づ
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。

　
一
九
四
六
年
二
月
二
十
一
日
ア
メ
リ
カ
は
、
か
つ
て
の
典
型
的
な
植

民
地
会
杜
で
あ
り
、
こ
と
に
朝
鮮
農
民
に
対
す
る
植
民
地
・
封
建
的
搾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
三
五
八
）

取
会
杜
で
あ
っ
た
、
　
「
東
洋
拓
殖
株
式
会
杜
」
の
杜
名
を
「
新
韓
公
杜
」

と
い
う
新
し
い
看
板
に
取
換
え
た
。
そ
し
て
東
洋
拓
殖
が
略
奪
し
て
い

た
土
地
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
農
業
会
杜
お
よ
び
日
本
人
個
人
所
有
の

土
地
全
部
を
新
韓
公
杜
に
「
帰
属
」
さ
せ
た
。
こ
の
新
韓
公
杜
は
水
田

二
〇
万
三
、
九
八
八
町
歩
、
畑
六
万
二
、
六
三
一
町
歩
、
果
樹
園
三
、

六
一
八
町
歩
、
桑
畑
六
七
〇
町
歩
、
敷
地
三
、
三
四
三
町
歩
、
森
林
三

万
七
、
六
九
七
町
歩
、
そ
の
他
一
万
三
一
八
町
歩
を
強
奪
し
た
。
そ
の

結
果
、
同
杜
の
農
耕
地
の
総
面
積
は
二
八
万
六
、
七
六
七
町
歩
に
達
し
、

こ
の
農
地
に
南
朝
鮮
農
家
総
数
の
二
六
・
一
％
に
当
る
五
五
万
四
、
○

○
○
余
戸
が
隷
属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
従
来

日
帝
が
所
有
し
て
い
た
土
地
を
不
法
に
略
奪
し
て
、
日
帝
に
代
っ
て
南

朝
鮮
の
最
大
の
封
建
地
主
と
し
て
登
場
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
新

韓
公
杜
を
通
じ
て
、
従
来
日
本
帝
国
主
義
者
が
占
取
し
て
い
た
高
率
の

小
作
料
を
そ
の
ま
ま
徴
収
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
金
額
に
換
算
す

れ
ぼ
、
一
九
四
六
年
二
月
同
杜
設
立
時
か
ら
一
九
四
八
年
三
月
三
十
一
－

日
ま
で
の
あ
い
だ
に
二
七
億
一
、
四
六
五
万
円
（
当
時
の
通
貨
単
位
Ｉ

ｌ
訳
者
）
に
も
達
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
、
南
刺
鮮
に
お
い
て
朝
鮮
農
民
の
土
地
に

対
す
る
幾
世
紀
に
も
わ
た
る
宿
塑
を
抑
圧
し
て
、
日
帝
の
下
で
の
植
民



地
的
封
建
的
土
地
所
有
制
度
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
自
か
ら
じ
か
に
封

連
的
地
主
と
し
て
朝
鮮
農
民
に
対
す
る
苛
酪
た
搾
取
を
敢
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、
内
外
の
情
勢
は
根
本
的
に
転
換
し
、
ア
メ

リ
カ
が
南
朝
鮮
に
お
い
て
地
主
制
度
を
公
然
と
従
来
ど
お
り
の
形
態
で

維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

　
第
一
、
ソ
ヴ
ェ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
杜
会
主
義
陣
営
の
力
量
が
決
定

的
に
強
化
さ
れ
て
い
る
反
面
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
が
よ
り
一
層

深
刻
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
二
次
大
戦
後
植
民
地
人
民
の

民
族
解
放
闘
争
が
強
力
に
拡
大
発
展
し
、
帝
国
主
義
の
植
民
地
体
系
が

全
面
的
な
崩
壌
過
程
に
直
面
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
現
象
は

特
に
朝
鮮
に
お
い
て
顕
著
に
現
わ
れ
た
。
北
朝
鮮
に
お
い
て
は
朝
鮮
労

働
党
と
金
日
成
首
相
の
指
導
の
下
に
、
人
民
民
主
主
義
制
度
が
強
固
に

樹
立
さ
れ
、
農
地
改
革
を
は
じ
め
す
べ
て
の
革
命
的
民
主
改
革
が
傲
底

的
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
土
台
の
上
で
北
朝
鮮
の
人
民
の
生
活
は

急
速
に
向
上
し
て
い
っ
た
。

　
北
朝
鮮
で
達
成
し
た
こ
れ
ら
の
諸
成
果
と
国
際
情
勢
の
根
本
的
転
換

は
、
労
働
階
級
を
先
頭
と
す
る
南
朝
鮮
人
民
の
反
帝
・
反
封
建
闘
争
を

無
限
に
鼓
舞
し
、
か
く
て
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
隷
属
化
政
策
に
反
対
す

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
革
』

る
南
朝
鮮
人
民
は
そ
の
闘
争
の
中
で
、
と
く
に
植
民
地
支
配
体
系
の
重

要
な
構
成
要
素
た
る
封
建
的
地
主
制
度
の
清
算
を
強
く
要
求
し
た
。
す

な
わ
ち
農
民
た
ち
は
、
　
「
土
地
は
耕
す
農
民
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ソ

を
掲
げ
て
悪
質
地
主
を
襲
撃
し
、
小
作
料
お
よ
び
各
種
の
債
務
返
済
を

拒
否
す
る
大
衆
的
闘
争
を
展
開
し
た
。
南
朝
鮮
に
お
げ
る
地
主
制
度
は
、

ま
さ
に
深
刻
な
危
機
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
．

　
こ
う
し
た
情
勢
の
下
で
ア
メ
リ
カ
は
、
農
民
の
高
ま
っ
た
革
命
的
気

勢
と
反
抗
を
去
勢
し
、
労
農
同
盟
の
強
化
発
展
を
妨
害
し
、
民
主
主
義

的
土
地
改
革
の
実
施
を
破
綻
さ
せ
る
一
方
、
彼
ら
の
植
民
地
略
奪
政
策

に
よ
り
一
層
適
合
さ
せ
る
べ
く
南
朝
鮮
の
封
建
的
生
産
関
係
の
遺
制
を
、

新
し
い
彩
態
に
改
編
す
る
た
め
の
欺
ま
ん
的
「
改
革
」
を
策
謀
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
一
九
四
八
年
三
月
、
さ
し
あ
た

り
新
韓
公
杜
管
理
の
敵
産
土
地
を
払
下
げ
る
法
令
を
公
布
し
た
。

　
敵
産
土
地
払
下
げ
政
策
に
よ
れ
ば
、
土
地
価
格
（
現
物
計
算
－
訳
者
）

は
年
平
均
生
産
高
の
三
倍
－
一
九
四
二
年
以
前
三
カ
年
の
年
平
均
現
物

収
穫
高
の
三
倍
を
地
価
と
定
め
、
こ
れ
を
二
〇
％
づ
つ
十
五
年
問
年
賦

で
償
還
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
欺
ま
ん
的
政
策
は
、
勤
労
農
民
に
と
っ
て
は
な
ん
の
プ
ラ
ス
に
も
な

り
得
な
か
っ
た
ぱ
か
り
か
、
か
え
っ
て
彼
ら
の
状
態
を
悪
化
せ
し
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
三
五
九
）
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な
ぜ
な
ら
第
一
に
、
払
下
げ
当
時
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高

い
一
九
四
二
年
以
前
の
収
穫
高
を
基
準
に
し
た
土
地
代
金
（
現
物
－
訳

老
）
そ
の
も
の
が
、
実
質
的
収
穫
高
の
二
〇
％
を
は
る
か
に
超
過
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
零
細
な
貧
農
に
と
っ
て
負
担
が
極
め
て
困
難
な
小
の

で
あ
り
、
第
二
に
、
名
目
上
の
土
地
所
有
者
に
な
っ
た
農
民
は
、
従
来

新
韓
公
杜
が
負
担
し
て
い
た
地
税
・
水
利
税
・
農
地
修
築
費
等
々
を
新

た
に
負
担
さ
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
糧
穀
供
出
量
の
増
加
ま
で
も
強

い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
反
面
、
ア
メ
リ
カ
は
不
法
に
強
奪
し
た
日
帝
所
有
の
土
地
を
高
価
で

売
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
収
入
を
保
障
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
土

地
修
築
費
・
税
金
・
生
産
費
な
ど
の
負
担
を
農
民
に
転
嫁
し
、
そ
の
他

の
費
用
も
節
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
よ
り
多
く
の
利
益
を
搾
り

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
新
韓
公
祉
の
土
地
払
下
げ
面
積
は
、
一
九
四
九
年
六
月
現
在
、
か
ろ

う
じ
て
五
万
町
歩
前
後
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
一
九
四
五
年
解
放
当
時
、

南
朝
鮒
の
農
村
に
は
新
輔
公
杜
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
た
前
述
の
口
帝
所

有
地
の
外
に
、
一
ニ
ハ
万
町
歩
の
刺
鮒
人
地
主
の
所
有
地
が
あ
っ
た
が
、

後
者
の
大
郁
分
を
小
作
地
と
し
て
南
刺
鮮
の
農
家
総
数
の
約
三
完
に
も

み
た
な
い
五
万
五
千
プ
内
外
の
靭
鮮
人
地
主
が
所
有
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
三
六
〇
）

　
か
よ
う
な
実
情
を
も
っ
て
し
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
高
ま
っ
た

農
民
の
気
勢
を
慰
無
・
懐
柔
し
え
な
い
ぼ
か
り
で
は
な
く
、
南
朝
鮮
農

民
に
対
す
る
搾
取
体
系
を
植
民
地
略
奪
政
策
に
適
応
す
べ
く
改
編
し
よ

う
と
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
要
求
を
も
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
ア
メ
リ
カ
は
、
李
承
晩
「
政
府
」
を
し
て
、
　
一
九
四
九
年
六
月

「
農
地
改
革
法
」
を
公
布
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
南
朝
鮮
で
「
農
地
改
革
法
」

を
採
択
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
歴
史
的
過
程
と
そ
の
動
機
を
簡
単
に
見

て
き
た
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
第
二
次
大
戦
後
の
内
外
の
情
勢
の
変

化
、
と
り
わ
げ
北
朝
鮮
に
お
け
る
徹
底
し
た
民
主
主
義
的
土
地
改
革
、

こ
れ
に
鼓
舞
さ
れ
た
南
朝
鮮
農
民
の
土
地
と
白
由
を
求
め
る
熾
烈
な
闘

争
等
－
外
部
的
た
民
主
主
義
の
力
量
の
圧
力
に
お
さ
れ
て
行
な
わ
れ
た

欺
ま
ん
的
な
策
謀
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
　
「
土
地
を
要
求
す
る
南
朝
鮮
の
農
民
の
反
抗
と
不
満

を
慰
撫
す
る
た
め
、
欺
ま
ん
的
な
い
わ
ゆ
る
『
農
地
改
革
』
を
実
施
し

た
」
　
（
金
日
成
、
文
徳
に
ポ
け
る
選
挙
演
説
）
の
で
あ
る
。

　
「
農
地
改
革
」
が
内
外
の
民
主
主
義
的
力
姓
の
圧
力
に
よ
っ
て
止
む

を
え
ず
実
施
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
　
「
改
革
」
の
遂
行
が
ア
メ
リ

カ
た
ら
び
に
李
承
晩
「
政
府
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の



「
農
地
改
革
」
の
本
質
は
全
而
的
に
彼
ら
の
侵
略
的
・
反
動
的
性
格
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
彼
ら
が
「
農
地
改
革
」
に
お
い
て
圭
く

際
追
求
し
た
目
的
は
、
何
は
と
も
あ
れ
「
民
主
士
上
義
」
と
い
う
外
皮
で

仮
装
し
て
農
民
を
あ
ざ
む
ぎ
、
農
民
の
革
命
的
力
量
を
分
裂
弱
化
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
か
ら
の
農
地
改
革
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
っ
ま
り
「
改
革
」
は
不
在
地
主
、
高
率
小
作
料
な

ど
－
こ
れ
ら
は
反
動
性
が
最
も
露
骨
に
現
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
人
民
の

憎
悠
を
最
も
多
く
坪
び
お
こ
す
都
分
で
あ
る
が
、
ー
を
あ
る
程
度
な
く

す
か
の
ご
と
く
見
せ
か
げ
な
が
ら
、
そ
の
実
、
全
体
と
し
て
の
地
主
階

級
の
政
治
的
・
経
済
的
地
盤
に
は
一
指
も
触
れ
ず
に
、
朝
鮮
に
お
げ
る

ア
メ
リ
ヵ
の
重
要
な
政
治
的
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
地
主
階
級
の
利
益
の

擁
護
を
た
く
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
「
改
革
」
に
お

い
て
ど
こ
ま
で
も
地
主
階
級
の
利
益
を
擁
護
す
る
と
い
う
こ
と
を
公
然

と
約
束
し
て
い
た
。
た
と
え
ぼ
テ
ィ
ソ
米
軍
政
長
官
は
、
「
膿
地
改
革
」

に
っ
い
て
の
商
工
八
ム
議
所
の
碓
議
に
対
す
る
回
答
の
中
で
っ
ぎ
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
塊
在
の
地
主
た
ち
は
そ
の
炎
地
に
対

し
相
当
な
補
倣
を
受
け
る
は
ず
た
の
で
、
彼
ら
は
こ
れ
を
従
来
日
本
人

が
掌
握
し
て
い
た
商
・
工
の
諦
事
業
に
投
流
転
換
し
て
柵
当
た
活
曜
を

す
る
で
あ
ろ
う
」
　
（
『
大
韓
商
工
会
議
所
三
年
史
』
）
と
。

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ソ
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
花
－
』

　
ア
メ
リ
カ
が
「
農
地
改
革
」
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
第
二
の
理
由

は
ヤ
」
う
で
あ
る
。
塘
二
次
大
戦
後
、
杜
会
主
義
と
資
本
主
義
の
二
つ
の

世
界
市
場
が
形
成
さ
れ
、
狭
め
ら
れ
た
資
本
主
義
世
界
市
場
ど
資
本
主

義
世
界
の
生
産
力
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
深
化
し
て
い
る
条
件
の
下
で
、

地
主
制
度
を
基
礎
と
す
る
南
朝
鮮
の
白
然
径
済
的
閉
鎖
性
は
、
ア
メ
リ

カ
の
余
剰
商
品
市
場
化
政
策
に
と
っ
て
一
定
の
制
約
的
作
用
を
演
じ
る

よ
う
に
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
１
な
わ
ち
ア
メ
リ
ヵ
は
、
蜂
起
し
た
農

民
か
ら
地
主
の
利
益
を
ま
も
る
一
方
、
ｏ
己
お
よ
び
朝
鮮
人
隷
属
資
本

家
の
農
村
に
お
げ
る
地
位
を
強
化
し
、
か
つ
農
民
搾
取
を
強
化
し
て
獲

得
し
た
収
益
（
原
文
に
は
、
こ
れ
が
「
利
潤
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
し

か
し
そ
れ
は
げ
ん
み
つ
な
意
味
で
の
資
本
主
義
的
利
潤
範
ち
ゅ
う
と
し

て
で
は
た
く
通
俗
的
な
意
味
で
使
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
「
収
益
」
と
い
う
こ
と
ば
に
置
言
か
え
た
。
以
下
こ
れ
に
し

た
が
う
。
１
沢
者
）
の
う
ち
よ
り
多
く
の
分
げ
前
を
彼
ら
が
占
取
す
る

．
の
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
封
連
的
生
産
関
係
の
一
定
の
改
細
を
行
な
う

こ
と
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
地
主
・
隷
属
質
本
家
階
級
は
南
朝
鮮
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
隷
属
化
政
策
の
忠
実
た
手
先
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

ら
三
者
と
も
勤
労
大
衆
を
抑
圧
し
搾
取
強
化
を
行
な
う
と
い
う
点
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
三
六
一
）
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共
通
の
利
害
関
係
を
も
つ
。
そ
れ
ゆ
え
土
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
地
主
と

農
民
と
の
あ
い
だ
に
熾
烈
な
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
さ
い
、
ア
メ
リ
カ
と

隷
属
資
本
家
は
農
民
に
反
対
し
、
地
主
に
味
方
し
て
地
主
階
級
の
利
益

を
惜
み
な
く
擁
護
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、

彼
ら
相
互
問
に
な
ん
ら
の
内
部
的
矛
盾
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
な
い
。
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
朝
鮮
人
隷
属
資
本
家
と
、
地
主
と
の

あ
い
だ
に
は
、
農
民
の
搾
取
か
ら
獲
得
し
た
収
益
の
配
分
に
お
い
て
や

は
り
一
定
の
矛
盾
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
純
粋
に
経
済
的
側
面
を
取

り
だ
し
て
見
れ
ぼ
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
朝
鮮
人
隷
属
資
本
家
は
農
産
物

を
廉
価
で
購
買
す
る
こ
と
に
関
心
を
も
つ
の
に
対
し
、
地
主
階
級
は
そ

れ
を
高
価
で
販
売
し
よ
う
と
つ
と
め
、
ま
た
米
国
の
余
剰
商
品
の
売
買

過
程
で
は
、
相
互
に
対
立
の
立
場
を
取
よ
う
に
な
る
。
総
体
的
に
み
れ

ぼ
一
定
の
限
界
を
も
つ
農
民
の
剰
余
労
働
の
搾
取
か
ら
得
る
と
こ
ろ
の

収
益
総
額
の
う
ち
、
ア
メ
リ
ヵ
お
よ
び
朝
鮮
人
隷
属
資
本
家
が
取
得
す

る
分
げ
前
は
、
地
主
陪
級
の
そ
れ
の
大
い
さ
に
よ
っ
て
一
定
の
影
響
を

受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
早
く
も
解
放
後
の
初
期
か

ら
醸
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
軍
備
拡
張
、
傭
側
軍
隊
お
よ
び
警
察
人
貝
州
強
、
口
本

軍
国
主
義
復
活
の
た
め
の
穀
物
輪
川
の
強
行
等
の
切
迫
し
た
諦
要
求
に

基
づ
き
、
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九
四
　
（
三
六
二
）

解
放
当
初
か
ら
穀
物
買
上
げ
１
収
奪
政
策
を
強
化
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
収
奪
量
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
放
時
～
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
年
ま
で
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
で
も
第
ユ
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ご
と
く
急
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
増
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
－
表
で
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
に
、
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
に
評
価
さ
れ

版皮年
５
５

１
９』鑑年済経『行銀目「牽幸料賞

た
生
産
量
に
対

比
し
て
も
強
制

供
出
最
は
生
産

最
の
著
し
い
部

分
を
占
め
て
お

り
、
ま
た
そ
の

比
重
は
年
々
坤

大
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
穀
物



強
制
供
出
を
強
化
す
る
た
め
に
は
勤
労
農
民
の
み
を
対
象
に
す
る
の
は

困
難
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
半
封
建
的
小
作
制
度
の
下
で
商
品
化

す
る
で
あ
ろ
う
穀
物
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
主
の
手
許
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
目
と
同
じ
生
産
関
係
を
持
つ
過
去
の
日
帝

下
で
の
、
農
村
階
層
別
米
穀
商
品
化
率
を
み
る
な
ら
ぱ
、
地
主
階
級
の

そ
れ
が
は
る
か
に
高
い
こ
と
は
言
う
に
お
よ
ぼ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼

ら
は
商
品
穀
物
源
泉
の
約
六
〇
％
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
推

し
て
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
米
軍
政
庁
は
、
一
九
四
六
年
か

ら
小
作
米
の
う
ち
、
地
主
が
小
作
人
か
ら
自
家
消
費
用
米
だ
げ
を
受
取

る
よ
う
に
し
、
そ
の
残
り
の
部
分
を
小
作
人
か
ら
直
接
強
制
的
に
買
上

げ
る
こ
と
に
し
た
。
地
主
は
、
今
や
合
法
的
に
入
手
し
う
る
現
物
小
作

料
は
自
家
用
米
の
み
で
あ
り
、
小
作
料
の
残
り
の
部
分
は
金
融
組
合
を

通
じ
て
、
市
場
価
格
以
下
の
「
公
定
価
格
」
で
換
算
し
た
現
金
を
貰
え

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
情
は
、
農
民
の
革
命
的
進
出
と
共
に

土
地
価
格
を
低
落
さ
せ
る
要
因
と
な
り
、
ま
た
、
地
主
の
経
理
が
政
治

経
済
的
に
危
険
な
局
面
に
さ
ら
さ
れ
、
ア
メ
リ
ヵ
と
地
主
と
の
あ
い
だ

に
一
定
の
矛
盾
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
る
だ
け
に
欺
ま
ん
的
な
「
畏
地
改
革
」
は
、

地
主
階
級
に
も
容
場
に
受
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
、
改
革
』

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
点
を
利
用
し
て
、
農
民
搾
取
に
お
け
る
自
己

の
足
場
を
よ
り
一
層
強
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ

ぱ
地
主
が
内
外
の
民
主
主
義
的
力
量
の
圧
力
に
よ
っ
て
止
む
を
え
ず
自

己
の
座
を
な
げ
捨
て
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
諸
条
件
と
も
関
連
し
て
、

ア
メ
リ
カ
は
彼
ら
の
植
民
地
略
奪
政
策
に
適
応
せ
し
め
る
た
め
に
、
朝

鮮
農
民
に
対
す
る
搾
取
体
系
の
一
定
の
改
編
に
。
「
農
地
改
革
」
を
利
用

し
た
か
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
ー
「
農
地
改
革
」
は
、
ど
こ
ま
で
も
先
ず
南
朝
鮮
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
略
奪
政
策
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
そ
の
手
先
、
す

な
わ
ち
地
主
、
隷
属
資
本
家
、
　
「
親
日
・
親
米
派
」
お
よ
び
民
族
叛
逆

者
の
政
治
経
済
的
利
益
を
擁
護
し
、
勤
労
農
民
大
衆
に
対
す
る
搾
取
を

よ
り
強
化
し
、
こ
れ
を
合
理
化
す
る
た
め
の
手
段
以
外
の
何
も
の
で
も

な
い
の
で
あ
る
。

　
っ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
な
動
機
と
目
的
の
下

に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
農
地
改
革
」
の
反
動
的
・
反
人
民
的
内

容
を
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
法
令
そ
の
も
の
の
ド
七
考
察
す
る
こ
と
に
し

ふ
う
。

二
　
「
農

地
改
革
法
」

九
五
　
（
三
六
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

　
人
民
を
欺
き
兇
悪
な
策
動
を
た
く
ら
む
時
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李

承
晩
「
政
府
」
は
い
つ
も
「
民
主
主
義
的
」
と
い
う
甘
言
を
煙
幕
に
用
い
た
。

『
農
地
改
革
法
』
は
、
そ
の
冒
頭
で
「
農
地
を
農
民
に
適
正
に
分
配
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
家
経
済
の
白
立
と
農
業
生
産
力
の
増
進
」
（
『
農

地
改
革
法
』
第
一
条
）
を
目
的
と
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
国

有
農
地
」
の
外
に
非
農
家
の
農
地
、
自
耕
し
な
い
者
の
農
地
、
自
耕
農

地
で
あ
っ
て
も
三
町
歩
を
超
過
す
る
部
分
（
山
問
、
高
原
等
の
特
殊
地

帯
は
五
町
歩
以
上
の
部
分
）
等
を
有
償
で
買
上
げ
（
同
法
箪
五
条
）
、
こ

れ
を
一
定
の
順
位
に
従
っ
て
ｏ
耕
す
る
農
家
に
、
一
戸
当
り
三
町
歩
を

超
過
し
な
い
範
囲
内
で
有
償
分
配
す
る
（
同
法
第
十
一
、
十
二
条
）
、
と

い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ

地
主
の
土
地
が
ほ
と
ん
ど
全
部
買
上
げ
対
象
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
こ

の
土
地
が
直
楼
的
生
産
者
で
あ
る
農
民
に
分
配
さ
れ
て
農
家
経
済
の

「
白
立
性
」
を
保
陳
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
実
際
は
全

く
興
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
、
こ
の
法
律
は
地
主
が
〔
分
の
土
地
を
保
有
で
き
る
抜
け
穴
が

広
汎
に
あ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
濃
家
規
定
に
お
い
て

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
法
に
よ
れ
ぼ
、
　
コ
戸
主
ま
た
は
そ
の
同
居
家

族
の
う
ち
の
ど
の
一
員
で
も
、
そ
の
労
力
の
半
分
以
上
を
も
っ
て
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
三
六
四
）

農
耕
に
従
事
す
る
か
ま
た
は
農
耕
を
指
揮
監
督
し
て
、
そ
の
家
族
の
生

計
を
維
持
す
る
場
合
」
に
は
、
こ
れ
を
農
家
と
規
定
し
て
い
る
（
『
農

地
改
革
法
施
行
令
』
第
二
条
）
。
　
こ
の
よ
う
に
家
族
の
う
ち
誰
か
一
人

で
も
道
楽
的
に
営
農
す
る
か
、
あ
る
い
は
指
揮
監
督
を
行
な
う
だ
げ
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
農
家
と
規
定
さ
れ
る
以
上
、
不
在
地
主
を
除
げ
ば

全
部
が
農
家
に
な
り
う
る
。
よ
し
ん
ぱ
不
在
地
主
で
あ
っ
て
も
、
家
族

た
ち
が
避
暑
ま
た
は
休
養
の
た
め
夏
一
季
を
田
舎
に
行
っ
て
一
時
暮
ら

し
さ
え
し
て
い
れ
ぼ
、
こ
こ
に
監
農
と
い
う
口
実
を
つ
げ
て
農
家
に
仮

装
で
き
る
可
能
性
が
十
分
存
在
し
て
い
る
し
、
ま
た
現
実
に
存
在
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
三
町
歩
以
上
を
自
営
す
る
農
家
の
場
合
も
、
土
地

の
買
上
げ
対
象
の
部
分
は
そ
の
地
主
自
身
が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
（
同
施
行
令
第
七
条
）
。
　
だ
か
ら
地
主
は
彼
ら
の
優
勢

な
政
治
経
済
的
地
位
を
利
用
し
て
農
家
に
仮
装
し
、
彼
ら
の
所
有
土
地

の
う
ち
の
劣
等
地
の
み
を
農
民
に
高
価
で
売
渡
し
う
る
権
利
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
『
改
革
法
』
に
は
、
　
「
白
営
す
る
呆
樹
園
、
種
苗
圃
、
桑
畑
な

ど
、
多
年
性
械
物
を
栽
培
す
る
農
地
」
の
み
な
ら
ず
、
　
「
墳
墓
を
守

護
す
る
た
め
、
従
来
か
ら
小
作
料
を
徴
収
し
な
い
既
存
の
位
土
（
墓
の

管
理
人
に
耕
作
さ
せ
て
あ
る
土
地
。
管
理
人
は
そ
の
土
地
か
ら
の
収
穫



物
の
か
な
り
の
部
分
を
祭
祀
の
供
物
と
し
て
い
わ
ば
死
び
と
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
残
余
の
部
分
の
み
が
管
理
報
酬
と
し
て
残
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
位
土
を
め
ぐ
る
生
産
関
係
は
封
建
的
小
作

関
係
の
別
形
に
す
ぎ
な
い
。
１
訳
者
）
で
墓
一
基
当
り
二
反
歩
以
内
の

農
地
」
を
も
買
上
げ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
法
策
六
条
）
。
果
樹

園
、
種
苗
圃
、
桑
畑
な
ど
の
農
地
所
有
者
が
、
一
般
の
農
民
で
は
な
く
、

そ
の
大
部
分
は
地
主
・
富
農
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
「
位

土
」
も
然
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
地
主
は
、
最
も
集
約
的
に
経
営
で

き
る
収
益
性
の
高
い
多
年
性
作
物
の
栽
培
地
三
町
歩
以
上
と
、
多
く
の

「
位
土
」
を
公
然
と
保
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
上
、
　
「
疾
病
、
公
務
、
就
学
そ
の
他
止
む
得
な
い
事
情
に
よ
り

一
時
離
農
を
し
た
者
（
小
作
を
出
す
者
）
の
所
有
す
る
農
地
は
、
：

市
長
、
郡
長
が
一
定
期
問
ま
で
そ
の
買
上
げ
を
保
留
」
で
き
る
よ
う
に

も
な
っ
て
い
る
（
同
法
第
五
条
策
二
一
川
一
）
。
　
同
規
定
に
基
づ
い
て
「
政

府
」
官
僚
、
国
会
議
貝
、
軍
畝
一
一
、
ぽ
こ
れ
ま
で
の
地
主
的
地
位
を
依
然
と

し
て
合
法
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
う
る
。

　
さ
ら
に
同
法
は
、
　
「
未
完
成
の
閑
墾
ま
た
は
干
柵
農
地
お
よ
び
、
木

法
火
施
以
後
に
開
梨
ま
た
は
干
拓
し
た
農
地
」
を
、
貰
上
げ
対
象
か
ら

除
外
し
、
貫
収
対
象
を
農
耕
地
だ
け
に
眼
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
同

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
　
　
榊
．
い
．
に
お
け
る
農
地
改
仏
』

法
第
六
条
）
、
森
林
、
河
川
、
敷
地
、
開
墾
地
、
．
干
潟
地
等
に
つ
い
て
は

意
識
的
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
南
朝
鮮
の
西
海
岸
地
帯
に

は
、
広
大
な
開
墾
地
、
干
潟
農
地
ま
た
は
開
墾
可
能
地
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
「
未
完
成
」
ま
た
は
「
本
法
実
施
後
」
と
い
う
口
実
の
下
に
、
相

変
ら
ず
地
主
が
保
有
で
き
る
よ
う
な
抜
道
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
「
改
革
」
実
施
後
の
事
実
は
、
こ
の
こ
と
を
立
証
し
て
あ
ま
り
あ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
条
項
」
を
た
く
み
に
利
用
し
て
、
数
十
ま

た
は
百
余
町
歩
の
農
地
を
保
有
し
た
地
主
が
現
実
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
南
朝
鮮
に
は
、
小
作
農
耕
地
が
解
放
当
時
一
四
四
万
町
歩
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
林
野
面
積
は
一
九
四
六
年
現
在
六
八
一
万
四
、
三
八
八

町
歩
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
五
二
二
万
四
、
四
九
二
町
歩
（
七
五
完
）

が
私
有
林
で
あ
り
、
こ
の
私
有
林
の
二
〇
老
以
上
は
、
五
〇
町
歩
以
上

を
所
有
し
て
い
る
○
・
九
％
の
大
所
有
老
に
集
中
し
て
い
た
“
薪
炭
、

飼
料
お
よ
び
堆
肥
な
ど
の
源
泉
と
し
て
、
こ
の
林
野
は
農
民
の
生
活
に

概
め
て
重
要
な
恵
義
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
か
よ
う
な
林
野
が
そ
の

ま
ま
地
主
の
所
有
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

農
民
の
生
活
が
あ
れ
こ
れ
の
理
山
に
よ
り
林
野
所
有
者
へ
の
隷
属
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
山
間
地
帯
で

あ
れ
ぼ
あ
る
ほ
ど
よ
り
ひ
ど
い
。
と
い
う
の
は
、
土
地
が
府
薄
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
三
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

た
め
山
問
の
多
く
の
貧
農
は
農
作
物
だ
け
に
た
よ
っ
て
生
計
を
維
持
す

る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
彼
ら
は
生
活
の
重
要
な
補
充
的
源
泉
と
し

て
、
林
野
を
よ
り
多
く
利
用
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
こ
う
し
た
林
野
で
さ
え
も
完
全
に
地
主
の
所
有
と
し
て
と
り
残

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
　
「
農
地
改
革
」
に
お
い
て
は
も
と
も
と
地
主
制
度

の
清
算
を
予
見
し
な
か
っ
た
ぼ
か
り
で
は
た
く
、
む
し
ろ
別
の
条
項
で

は
「
改
革
」
以
後
も
小
作
制
度
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
さ
い
、
た
だ
単

に
小
作
料
を
年
生
産
量
の
三
割
を
超
過
し
な
い
よ
う
に
制
限
し
て
い
る

だ
げ
で
あ
る
（
同
法
第
十
七
条
、
同
施
行
令
第
四
十
条
）
。

　
す
で
に
み
て
き
た
ご
と
く
地
主
は
あ
れ
こ
れ
の
抜
穴
を
利
用
し
て
、

彼
ら
の
所
有
土
地
を
依
然
と
し
て
保
有
で
き
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
買
上

げ
ら
れ
た
劣
等
地
に
対
し
て
は
相
当
な
価
格
が
支
払
わ
れ
る
は
か
に
各

種
の
経
済
的
特
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
政
府
」
は
買
上
げ

土
地
に
対
し
て
地
価
証
券
を
発
給
し
て
お
り
、
そ
し
て
土
地
代
金
と
し

て
毎
年
当
該
土
地
の
平
年
収
穫
高
（
収
穫
高
の
高
い
一
九
四
二
年
以
前

を
某
準
）
の
三
〇
％
に
位
す
る
農
産
物
を
、
法
定
価
格
に
換
算
し
て
五

年
々
賦
で
補
償
す
る
よ
う
に
た
っ
て
い
る
（
同
法
第
八
条
）
。
　
と
同
時

に
、
農
地
を
買
上
げ
ら
れ
た
地
主
に
は
「
政
府
が
保
有
し
て
い
る
」
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
三
六
六
）

日
帝
所
有
の
「
工
場
・
鉱
山
・
船
舶
・
漁
場
・
醸
造
場
・
印
刷
工
場
・

精
米
設
備
・
果
樹
園
・
種
苗
圃
・
桑
畑
・
養
蚕
設
備
・
竹
林
地
・
河
川

沼
地
・
干
潟
地
・
開
墾
地
等
を
、
そ
の
希
望
と
能
力
に
従
っ
て
農
地
補

償
額
に
見
合
う
事
業
体
の
買
取
り
ま
た
は
参
加
を
優
先
的
に
斡
旋
」
す

る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
（
同
施
行
令
第
三
十
一
条
）
。
　
さ
ら
に
地
主

が
こ
う
し
た
事
業
体
を
買
取
る
場
合
、
そ
の
代
金
を
地
価
証
券
で
支
払

う
こ
と
が
で
き
、
或
い
は
地
価
証
券
を
企
業
の
経
営
資
金
に
転
用
す
る

場
合
は
、
　
「
政
府
」
が
融
資
の
保
証
責
任
を
負
う
よ
う
に
も
な
っ
て
い

る
（
同
法
第
八
条
）
。
　
だ
か
ら
地
主
、
な
か
ん
づ
く
大
地
主
は
優
先
的

に
隷
属
資
本
家
に
転
化
す
る
か
、
ま
た
は
果
樹
園
・
種
苗
圃
・
桑
畑
・

養
蚕
設
備
・
竹
林
地
・
河
川
沼
地
・
干
潟
地
・
開
墾
地
な
ど
を
買
占
め

て
、
地
主
的
地
位
を
再
び
強
化
で
き
る
余
地
が
広
汎
に
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
「
政
府
」
は
、
地
主
階
級
の
経

済
的
利
益
を
擁
護
す
る
の
に
極
力
つ
と
め
た
。

　
「
農
地
改
革
」
は
、
農
民
に
と
っ
て
は
「
農
民
の
た
め
に
」
と
い
う

そ
の
名
分
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
。
何
は
さ
て
お
き
、
土
地
を
無

償
で
は
な
く
有
償
で
「
分
配
」
し
た
。
「
分
配
」
を
受
け
た
農
民
は
地
価
、

す
な
わ
ち
平
年
収
穫
高
の
一
五
〇
％
を
、
毎
年
（
現
物
で
ー
訳
者
）
三
〇

％
っ
づ
五
年
々
賦
で
「
政
府
」
に
償
遠
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
第



七
条
）
。
　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
単
に
先
祖
代
々
農
地
を
開
拓
し

耕
作
し
て
き
た
直
接
的
生
産
者
－
農
民
に
土
地
代
金
の
支
払
い
を
強
要

し
た
暴
挙
だ
げ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
代
金
白
体
が
零
細
農
民
に

と
っ
て
は
到
，
底
負
担
し
え
な
い
高
価
で
あ
る
と
こ
ろ
に
も
、
こ
れ
ま
た

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
第
一
、
土
地
価
格
は
平
年
収
穫
高
を
云
々
し
て

い
る
が
、
そ
の
評
価
基
準
を
一
九
四
二
年
以
前
の
高
い
収
穫
高
に
設
定

し
て
い
る
。
米
の
収
穫
高
は
、
一
九
三
六
～
一
九
四
〇
年
の
年
平
均
収

穫
高
を
一
〇
〇
と
す
れ
ぱ
、
　
「
改
革
」
実
施
直
後
で
あ
る
一
九
五
一
～

一
九
五
五
年
の
そ
れ
は
「
改
革
」
成
果
を
白
慢
す
る
た
め
の
「
政
府
」

発
表
の
誇
張
数
字
に
よ
っ
て
も
八
一
完
に
激
減
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
の
事
実
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
土
地
代
金
が
実
質
収
穫
高
の
三

〇
％
を
は
る
か
に
紹
過
す
る
と
い
う
こ
と
は
容
場
に
理
解
で
き
る
。
ま

た
地
価
算
定
の
仕
組
み
を
見
れ
ば
、
地
主
お
よ
び
官
僚
に
よ
っ
て
構
成

し
て
い
る
「
農
地
委
員
会
」
が
、
い
わ
ゆ
る
「
公
簿
上
の
数
姐
」
と
か

「
遠
穀
数
最
」
と
い
う
も
の
を
参
酌
し
て
査
定
す
る
よ
う
に
た
っ
て
い

る
。
地
主
は
、
こ
の
仕
組
み
を
通
じ
て
い
く
ら
で
も
彼
ら
に
有
利
な
、

農
民
に
は
不
利
た
高
い
価
格
を
設
定
し
、
結
局
、
農
民
が
負
担
せ
ね
ぼ

な
ら
な
い
土
地
価
格
は
毎
年
実
貫
収
穫
高
の
三
〇
％
で
は
な
く
、
実
際

上
は
そ
れ
を
は
る
か
に
超
過
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
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さ
ら
に
「
分
配
」
を
受
げ
た
農
民
に
あ
っ
て
は
、
今
や
土
地
所
有
権

者
と
い
う
名
目
の
下
に
か
ず
か
ず
の
新
た
た
租
税
・
賦
課
金
を
強
要
加

重
せ
ら
れ
、
土
地
「
分
配
」
は
土
地
収
得
税
お
よ
び
そ
の
他
新
し
い
収

奪
を
強
化
す
る
た
め
の
口
実
を
つ
く
り
上
げ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
土
地
代
金
の
償
還
を
終
え
る
ま
で
は
当
該
土
地
の
売
買
、
低
当
お
よ

び
贈
与
な
ど
土
地
所
有
権
の
行
使
を
し
て
い
な
い
し
、
し
か
も
「
正
当

た
理
由
な
し
に
償
還
金
を
納
入
し
な
い
場
合
」
で
も
、
当
該
農
地
は
「
政

府
」
に
剥
奪
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
同
法
第
十

八
条
）
。
　
こ
の
よ
う
に
五
年
間
の
土
地
代
金
年
賦
償
遠
期
問
の
満
期
ま

で
農
民
た
ち
は
土
地
所
有
権
行
使
を
全
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、

「
分
配
」
を
受
げ
た
農
民
は
単
な
る
名
目
的
土
地
所
有
権
者
で
あ
っ
て
、

実
質
的
に
は
従
来
同
様
の
高
率
地
代
を
政
府
を
通
じ
て
依
然
と
し
て
地

主
に
支
払
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
土
地
代

金
を
償
遠
す
る
た
め
に
大
多
数
の
農
民
は
、
債
務
奴
隷
的
地
位
に
転
落

す
る
か
ま
た
は
「
政
府
」
に
よ
っ
て
再
び
土
地
を
剥
奪
さ
れ
る
べ
く
最

初
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
「
改
革
」
は
、
官
腔
に
対
し
て
は
特
別
の
剛
慮
を
し
て

い
る
。
な
る
ほ
ど
「
改
卑
法
」
は
、
ｎ
常
ま
た
は
白
耕
地
で
あ
っ
て
も

三
町
歩
を
超
過
す
る
部
分
は
貰
上
げ
る
、
と
い
う
土
地
所
有
の
眼
界
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
三
六
七
）
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設
定
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
一
見
、
こ
の
設
定
は
富
農
に
対
す

る
何
ら
か
の
「
制
限
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
そ
れ

は
全
く
外
観
に
す
ぎ
な
い
。
南
朝
鮮
の
富
農
と
い
う
も
の
は
、
大
体
彼

ら
の
土
地
の
一
部
分
を
小
作
に
出
し
、
そ
の
残
り
の
部
分
の
み
を
作
男

を
履
っ
て
白
耕
す
る
と
い
う
半
地
主
的
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
し
か
も

農
村
の
高
利
貸
を
兼
ね
て
い
る
点
か
ら
も
、
地
主
と
共
通
の
利
害
関
係

を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
考
察
し
た
地
主
に
対
す
る
配

慮
は
、
大
体
に
お
い
て
窟
農
糟
の
利
益
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
第
一
に
、
官
農
が
そ
の
大
部
分
を
上
］
有
し
て
い
る
茱
樹
園
、
桑

畑
、
禰
苗
固
な
ど
は
、
三
町
歩
を
趨
過
す
る
部
分
で
あ
ろ
う
と
も
買
上

げ
な
い
と
い
う
規
定
、
雄
二
に
農
地
以
外
の
生
産
手
殴
、
森
林
、
河
川

沼
地
、
閉
墾
地
お
よ
び
干
湾
地
な
ど
に
対
し
て
も
燃
認
し
て
い
る
点
、

犯
三
に
元
日
帝
所
有
の
果
樹
園
、
稜
蕾
胴
お
よ
び
桑
畑
な
ど
多
年
性
植

物
の
栽
培
地
の
払
下
げ
は
入
札
腕
売
方
式
を
と
る
と
は
“
．
口
う
も
の
の
、

当
該
農
地
の
竹
理
人
ま
た
は
そ
の
所
有
者
に
優
先
梅
を
与
え
る
と
い
う

肌
定
、
塘
四
に
雌
民
に
対
す
る
過
酪
な
諦
々
の
高
利
貨
的
債
権
に
対
し

て
呵
ら
の
制
限
も
加
え
な
か
っ
た
箏
火
－
箏
々
は
、
　
「
農
地
改
革
」
に

お
い
て
宙
蛙
岬
の
利
益
を
特
別
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
改
革
」
後
の
閑
刺
鮮
の
雌
吋
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
三
六
八
）

富
農
の
増
加
を
可
能
な
ら
し
め
る
一
定
の
条
件
が
形
成
さ
れ
た
が
、
こ

の
富
農
に
対
す
る
特
別
の
配
慮
は
、
富
農
を
地
主
の
味
方
に
引
入
れ
て
、

地
主
・
富
農
に
依
拠
し
て
南
朝
鮮
の
農
村
に
お
げ
る
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
略
奪
政
策
の
反
動
的
拠
点
を
よ
り
一
層
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
農
民
の
革
命
的
進
出
と
関
連
し
て
農
民
が
最
も

憎
悪
す
る
対
象
で
あ
る
地
主
を
で
き
る
だ
げ
富
農
に
装
わ
せ
て
、
地
主

の
経
済
的
地
盤
を
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
打

算
し
た
も
の
で
あ
１
る
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
直
接
、
農
耕
に
従
事
す

る
か
ま
た
は
農
耕
を
指
揮
監
督
」
す
る
者
が
あ
り
さ
え
す
れ
ぱ
、
こ
れ

を
農
家
と
認
め
る
と
い
う
規
定
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ど
ん
な
地
主
で

も
「
富
農
」
と
い
う
仮
面
を
か
ぶ
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
検
討
し
た
「
農
姐
改
革
」
の
諾
規
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
改
革
」
の
目
的
は
農
民
に
土
地
を
与
え
る
た
め
で
は
な
く
、
ア
メ
リ

カ
お
よ
び
李
承
晩
「
政
権
」
の
農
民
収
奪
政
策
を
強
化
し
合
理
化
し
て
、

そ
の
基
礎
の
上
で
地
主
・
宮
農
の
利
益
を
擁
蓮
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
「
農
地
改
革
法
」
の
反
幼
性
は
以
上
指
摘
し
た
点
に
眼
ら
な

い
。
周
知
の
よ
う
に
ど
ん
な
法
令
や
悦
定
を
閉
わ
ず
、
そ
の
内
容
の
実

賃
的
な
昧
障
は
そ
の
遂
行
を
担
う
組
織
構
成
の
性
格
に
よ
っ
て
大
き
く



左
右
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
農
地
改
革
」
も
例
外
で
は
な
い
。
　
「
改

革
」
が
地
主
の
手
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
勤
労
農
民
白

身
が
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
同
一
の
法
偉
内
容

が
執
行
さ
れ
て
も
そ
の
結
果
は
決
定
的
に
違
う
。
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李

承
晩
「
政
府
」
の
あ
れ
こ
れ
の
政
治
的
機
構
　
　
「
改
革
」
は
こ
の
機

構
の
権
限
の
下
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
　
　
が
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
略
奪
政
策
を
保
障
し
地
主
お
よ
び
隷
属
資
本
家
の
利
益
を
擁
護
す
べ

く
彼
ら
に
全
面
的
に
奉
仕
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
南
朝
鮮
の
「
農
地
改
革
」
が
決
し
て
農
民
の

た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
　
「
改
革
」
を
直
接
執
行
す
る
機
関
、
す

な
わ
ち
「
農
地
委
貝
会
」
の
構
成
ｎ
体
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
「
於

地
条
員
会
」
は
、
土
地
の
買
上
げ
対
象
の
決
定
、
土
地
価
格
の
評
価
、

土
地
「
分
配
」
お
よ
び
紛
争
閉
題
の
解
決
た
ど
、
重
要
な
諦
閉
題
の
榊

決
に
お
い
て
広
汎
な
権
眼
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
委
員
会
」
の

構
成
に
お
い
て
唯
が
イ
ニ
シ
ヤ
テ
イ
ブ
を
握
る
か
は
、
じ
か
に
「
農
地

改
革
」
の
性
格
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
農
地
委

貝
く
ム
」
は
、
完
全
に
「
政
府
」
官
僚
、
地
主
お
よ
び
童
濃
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
農
地
委
員
会
」
は
、
巾
央
．
道
．
市
．

郡
・
邑
・
面
・
里
・
洞
に
わ
た
っ
て
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
革
』

　
○

　
除

　
を

　
長

　
員

成
委

構
（会員委地農表２第

計

４
０
８
７
６

１

１

、『
－
１

間

８
６
６
５
６

民

、
僚

６

４

２

２

官

‘

－
　
　
　
　
　
　
ｉ

、会
会
会
会
会

員
韻
頽
員
員

猛
蹴
鴬

寸
…

中
ソ
区
邑
里

そ
の
組
織
規
定
に
よ
れ
ぱ
委
員

長
以
外
の
委
員
構
成
は
第
２
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
２
表
で
み
る
ポ
う
に
１
階
層

分
類
を
遊
け
て
「
民
問
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
い
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地

主
、
富
農
お
よ
び
そ
の
手
先
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
容
場
に
推
察
し
う
る
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
各
級
「
農
地
委
員
会
」

委
員
長
の
規
定
を
み
れ
ぼ
、
邑
・
面
以
上
の
級
に
お
い
て
は
当
該
「
地

方
長
官
」
が
、
里
・
洞
の
級
に
お
い
て
は
里
長
が
委
員
長
そ
れ
ぞ
れ
に

就
任
す
る
こ
と
に
。
な
っ
て
い
る
。
委
貝
は
、
中
央
に
。
お
い
て
は
農
林
部

長
官
の
推
蒋
に
よ
っ
て
国
務
総
理
が
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
と
道
に
お
い
て

は
当
該
地
方
長
官
の
推
薦
に
よ
っ
て
濃
林
部
長
官
が
、
区
．
市
．
郡
に

お
い
て
は
区
庁
長
・
市
艮
・
郡
長
の
推
燕
に
よ
っ
て
光
該
上
級
「
地
方

長
官
」
が
、
邑
・
面
に
お
い
て
は
邑
・
面
長
の
推
鷲
に
よ
っ
て
郡
長
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
三
六
九
）

■
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里
．
洞
に
お
い
て
は
里
・
洞
民
の
推
薦
に
よ
っ
て
邑
・
面
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
委
嘱
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
「
農
地
委
員
会
」
規
定
第
三
、

五
条
）
。

　
こ
の
よ
う
に
官
僚
的
に
組
織
さ
れ
、
勤
労
農
民
が
参
加
す
る
こ
と
も

一
で
き
な
い
「
農
地
委
員
会
」
が
、
勤
労
農
民
に
味
方
し
な
い
で
地
主
・

富
農
の
利
益
の
た
め
に
奉
仕
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
火
を
み
る
よ
り
明

ら
か
で
あ
る
。

う

三
　
　
「
農
地
改
革
」

っ
ぎ
に

◎

の
過
程
と
結
果

「
農
地
改
革
」
の
遂
行
過
程
と
そ
の
結
果
を
考
察
し
て
み
よ

　
地
主
お
よ
び
隷
属
資
本
家
は
、
両
老
と
も
南
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地

略
奪
政
策
の
遂
行
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
拠
点
で
あ
る
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
は
、
　
「
農
地
改
革
」
の
遂
行
に
お
い
て
も
隷
属
費
本
家
の
場
合
と
同

様
に
、
地
主
階
級
の
利
益
を
全
体
的
に
擁
護
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
こ
の
こ
と
は
「
改
革
」
遂
行
上
の
個
別
的
・
部
分
的
閉
題
に
お
け

る
、
彼
ら
の
内
部
的
矛
盾
を
排
除
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
農
民
搾
取
を

独
化
し
て
穫
得
し
た
収
益
の
分
げ
前
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
ら
の
相
互
闘
争

が
展
閉
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
三
七
〇
）

　
し
か
し
土
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
基
本
的
・
決
定
的
闘
争

は
、
地
主
階
級
と
農
民
と
の
あ
い
だ
の
閾
争
で
あ
る
。
地
主
階
級
は
、

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
承
晩
「
政
府
」
の
庇
護
を
受
げ
な
が
ら
、
農
村
に

お
げ
る
彼
ら
の
政
治
的
・
経
済
的
地
位
を
利
用
し
て
農
民
に
反
対
す
る

決
定
的
な
闘
争
を
展
開
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
李
承
晩
「
政
肝
」
を
し
て
一
九
四
九
年
六
月
二
十
一

日
「
農
地
改
革
法
」
を
公
布
せ
し
め
た
後
も
、
戦
争
挑
発
の
準
備
に
狂

奔
し
な
が
ら
．
「
改
革
」
遂
行
を
全
く
怠
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
「
改
革
準

備
」
と
い
う
口
実
の
ド
に
あ
れ
や
こ
れ
や
の
理
屈
で
実
施
を
遅
ら
せ
て

き
た
が
、
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
五
日
と
同
四
月
二
十
八
口
に
な
っ
て

初
め
て
同
法
施
行
令
と
施
行
規
則
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
、
戦
争
挑
発

（
一
九
五
〇
年
六
月
－
訳
者
）
当
時
ま
で
に
、
や
っ
と
「
農
地
分
配
予

定
通
知
書
」
を
農
民
に
交
付
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
反
撃
に
転
じ
た
北
朝
鮮
人
民
軍
が
ア
メ
リ
カ
軍
お
よ
び
李
承
晩
軍
を

蛙
烈
に
追
跡
．
南
進
し
て
南
刺
鮮
の
広
汎
な
地
域
を
解
放
す
る
や
、
北

朝
鮮
最
高
人
民
会
議
常
任
委
貰
会
は
、
　
一
九
五
〇
年
七
月
四
口
付
で

「
共
和
国
南
半
部
地
域
の
土
地
改
革
実
施
に
関
す
る
政
令
」
を
公
布
し

た
。
こ
の
政
令
に
火
づ
い
て
短
期
問
の
あ
い
だ
に
閑
刺
鮮
の
解
放
諦
地

域
に
お
い
て
は
傲
底
し
た
民
主
主
表
的
土
地
改
革
が
、
農
民
の
熟
烈
な



●

支
持
と
歓
迎
の
う
ち
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
土
地
改
革
は
、
南
朝
鮮
の
一
、
五
二
六
面
の
う
ち
一
、
一
九
八

面
、
す
た
わ
ち
七
八
％
の
広
範
な
地
域
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
同
改

革
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
、
李
承
晩
「
政
府
」
と
そ
の
諾
機
関
お
よ
び
、

地
主
が
所
有
し
て
い
た
土
地
五
九
六
、
二
〇
二
町
歩
を
無
債
で
没
収
し
、

そ
の
う
ち
五
七
三
、
三
四
三
町
歩
を
、
雇
農
お
よ
び
土
地
を
持
っ
て
い

な
い
か
あ
る
い
は
土
地
の
少
な
い
農
家
二
一
六
七
、
八
〇
九
戸
に
無
償

で
分
与
し
、
残
り
の
二
二
、
八
五
九
町
歩
は
全
人
民
的
所
有
に
転
化
さ

れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
新
韓
公
杜
を
始
め
李
「
政
権
」
ま
た
は
地
主

か
ら
農
民
が
購
入
し
た
八
九
、
九
九
四
町
歩
の
土
地
に
対
す
る
の
負
債

も
廃
棄
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
朝
鮮
労
働
党
と
北
朝
鮮
政
府
は
、
困
難

な
戦
火
の
最
中
で
あ
っ
て
も
南
朝
鮮
農
民
の
幾
世
紀
に
わ
た
る
宿
望
を

解
決
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
十
月
、
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
全
く
余
裕
の
な
い
環
境
の

中
で
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
李
政
権
が
あ
わ
て
て
「
農
地
改
革
」
の
実
施
に

踏
み
き
っ
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
北
期
鮮
政
府
が
行
な
っ
た
傲
底

し
た
民
主
主
義
的
土
地
改
革
の
成
果
を
抹
殺
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
ア

メ
リ
ヵ
お
よ
び
南
朝
鮮
当
局
は
、
北
朝
鮮
政
府
が
無
償
分
配
し
た
土
地

を
銃
剣
で
農
民
か
ら
奪
っ
て
、
従
来
の
予
定
計
画
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
農

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
革
』

地
改
革
」
を
も
っ
て
こ
れ
に
置
換
え
た
。
そ
う
し
て
、
南
朝
鮮
の
「
農

地
改
革
」
は
、
そ
の
問
題
が
「
立
法
議
院
」
　
（
一
九
四
八
年
五
月
三
十

日
「
制
憲
国
会
」
開
院
直
前
ま
で
存
続
し
た
米
軍
政
下
の
立
法
機
関
－

訳
者
）
に
上
程
さ
れ
た
時
点
か
ら
通
算
し
て
三
年
、
　
「
改
革
法
」
採
択

時
か
ら
通
算
し
て
ほ
ぼ
一
年
半
と
い
う
長
い
歳
月
が
経
過
し
た
あ
と
、

や
っ
と
そ
の
実
施
に
着
手
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
地
主
に
「
改

革
」
に
対
処
し
う
る
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
提
供
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
す
で
に
八
・
一
五
解
放
後
、
農
民
運
動
が
高
ま
り
土
地
価
格
が
低
落

す
る
に
つ
れ
て
、
地
主
の
中
に
は
自
分
の
土
地
か
ら
小
作
人
を
追
出
し
、

土
地
を
有
利
な
価
格
で
強
制
的
に
売
り
っ
け
る
と
い
う
現
象
が
増
大
し

た
。
と
り
わ
げ
一
九
四
七
年
末
「
農
地
改
革
」
法
案
が
「
立
法
議
院
」

に
上
程
さ
れ
て
か
ら
は
、
　
「
改
革
」
に
対
処
す
る
た
め
の
地
主
の
策
動

が
一
層
猛
烈
化
し
た
。
そ
の
際
、
地
主
が
採
っ
た
手
法
は
多
種
多
様
で

あ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
地
主
は
自
分
の
土
地
か
ら
小
作
人
を
駆
逐
、

す
な
わ
ち
小
作
権
の
剥
奪
を
も
っ
て
小
作
人
を
脅
迫
し
な
が
ら
土
地
を

有
利
な
価
格
で
強
制
的
に
売
り
っ
げ
る
行
為
が
行
た
わ
れ
た
。
っ
ぎ
に
、

土
地
の
名
目
的
所
有
権
を
地
主
の
親
族
の
名
儀
に
移
管
し
て
細
分
す
る

と
同
時
に
、
秘
密
小
作
ま
た
は
下
清
小
作
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
名
目

的
な
自
営
農
家
に
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
。
最
後
に
、
地
主
は
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
三
七
一
）
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Ｏ
　
Ｏ

０
　
５
　
Ｆ
ｏ

５
　
６
　
８

７
　
４
　
２

　
田
計
欠
畑

　
ブ過超歩町３

積面地農作自

８
●

７３９５２，７７５６０９，３３８

８３４，１４５

８６４，２９２

９５３，２２５，１

３１８，１４９

６４５，０８５

計

田水

畑

合
　
計

改
　
革

‘

土
地
を
隠
匿
す
る
た
め
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
　
（
と
く
に
地
積
図
そ
の
他
の
土
地
文
書
等
、
資
料
の
ほ
と

ん
ど
が
戦
争
に
よ
っ
て
消
減
さ
れ
た
＊
件
の
下
で
「
改
革
」
を
行
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
三
七
二
）

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
盲
点
を
利
用
し
て
）
。

６
一

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
総
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
計
地
ら
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
「
改
革
法
」
第
二
十
七
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
．
　
統
耕
明

０
５
　
　
　
　
５
４
　
　
　
　
ハ
　
　
は
農
は
　
　
　
は
、
本
法
公
布
日
以
後
は
自
耕
し
な
い
農

７
　
　
５
　
　
要
　
の
た
字

蜘
　
螂
　
糊
訟
職
地
の
売
買
．
贈
与
お
よ
び
小
作
権
の
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
属
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
　
も
帰
も
　
　
　
・
剥
奪
行
為
を
禁
止
す
る
と
い
う
規
定
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
に
て

７
５
６
１
１
４
　
３
２
７
７
５
５
　
３
　
よ
社
み
　
　
　
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

０
１
９
８
２
５
ｏ
・
　
積
公
ら

舳
欝
鴛
別
ハ
甑
簑
　
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
単
な
る
空
文
句
に

　
　
　
　
的
　
臓
訳
蔑
　
す
ぎ
な
い
。
を
ろ
ん
地
主
の
前
述
の
行

２
７
３
６
９
１
　
３
２
７
７
５
５
政
他
そ
年
っ

５
５
９
　
８
２
５
　
噛
の
が
４
６
あ
　
　
　
為
は
関
係
当
局
の
黙
認
の
下
で
行
な
わ
れ

９
３
５
　
２
８
４
　
　
そ
積
１
９
で

２
８
７
６
５
２
　
２
３
１
７
５
　
６
・
，
面
。
歩
　
　
　
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
は
い
え
「
公
法
」

１
　
　
　
　
　
　
　
ひ
５
５
象
う
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
１
９
対
思
６
７
　
。
　
に
違
反
し
て
巧
妙
に
押
進
め
ら
れ
た
も
の

　
　
田
　
　
　
　
田
　
　
」
』
配
と
７
る

計
水
畑
計
水
畑
驚
貰
器
で
あ
る
の
で
、
そ
の
「
行
為
一
の
範
囲
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
済
土
の
が
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
統
経
産
上
積
ミ
　
　
種
類
別
構
成
を
正
確
に
と
ら
え
る
の
は
困

朝
鮮
人
所
有
穀
産
土
地
　
「
『
穀
成
面
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
が
広
範
囲
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
　
　
）

対
　
象
　
面
　
積
　
　
　
資
　
雌
　
　
　
　
　
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
第
３
表
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
証
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
３
表
で
み
る
よ
う
に
、
　
「
農
地
改
革
」
対
象
面
積
の
う
ち
朝
鮮
人
地

　
　
　
　
　
　
　
主
の
土
地
は
一
九
四
五
年
現
在
一
、
二
八
九
、
五
二
七
町
歩
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
が
、
そ
れ
が
一
九
四
九
年
六
月
「
改
革
法
」
公
布
時
に
は
た
っ
た
の
六
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町
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町
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○
朝

Ｏ
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Ｏ

９
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Ｏ
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○
朝
元
玲

熱
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９
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３
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歩

歩

歩

戸

歩
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町
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町
５

０
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町
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８
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８
６

６
４

３

月

１
，

Ｏ

１
■

９
３

４
１

弘
６
４

５
５

６
，

９
１

１

■

田

数

分
籏

畑

計

家

り

水

農

当
面

配

戸

分
配
面
穣

分

１
配

１
■
「
－
　
　
　
－
　
一

○

成作者訳りよに６

１
一

５
一

６９１３

１
一

５
・

５９ユ』報日鮮朝『

●
　
●

料資

のもるれ
、
ｂ

見とたれさ返い奪）注（

キ
ム
・

ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
革
』

〇
一
、
〇
七
五
町
歩
に
激
減
し
た
。
ま
た
自
作
農
が
所
有
し
て
い
た
三

町
歩
を
超
過
す
る
面
積
も
、
同
期
問
の
あ
い
だ
に
七
五
、
○
○
○
町
歩

か
ら
三
、
六
一
九
町
歩
に
減
少
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ぼ
農
地
改
革

法
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
に
早
く
も
六
八
八
、
○
○
○
町
歩
の
「
対
象
面

積
」
が
姿
を
消
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
三
町
歩
を
超
過
す
る
自
作
農
地

も
そ
の
大
部
分
が
行
方
を
く
ら
ま
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
「
改

革
法
」
公
布
以
後
に
も
広
範
に
っ
づ
げ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
結
－
果
と
し

て
欺
噺
的
「
農
地
改
革
」
を
通
じ
て
買
上
げ
た
土
地
は
、
三
三
一
、
七

〇
五
町
歩
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
実
施
面
積
は
、
新
韓
公
杜
占
有

の
敵
産
土
地
二
四
五
、
五
五
四
町
歩
を
算
入
し
て
も
五
七
七
、
二
五
九

町
歩
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
数
字
は
南
朝
鮮
当
局
の
発
表
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
南
朝
鮮
の
刊
行
物
に

よ
れ
ば
「
農
地
改
革
」
に
よ
る
「
分
配
」
農
地
は
、
当
局
の
発
表
数
字

よ
り
も
縮
少
し
て
五
四
一
、
四
六
五
町
歩
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
訳
注
）

る
へ
　
（
『
靭
鮮
日
報
』
一
九
五
五
年
一
月
三
日
）
。

　
　
（
訳
注
）
　
こ
の
農
地
「
分
配
」
の
実
続
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
若

　
　
干
補
足
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
最
近
の
報
道
に
よ

　
　
れ
ぱ
、
そ
の
実
緕
は
、
こ
の
数
字
よ
り
も
さ
ら
に
七
万
二
千
余
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
三
七
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

歩
が
縮
少
さ
れ
て
四
六
万
九
千
町
歩
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
一
九
六
五
年
一
月
六
日
付
『
朝
鮮
日
報
』
は
、
　
「
こ
の

農
地
改
革
に
よ
っ
て
水
田
一
九
万
一
千
町
歩
、
畑
地
七
万
一
千
町

歩
、
合
計
二
六
万
七
千
町
歩
の
農
地
が
九
二
万
五
千
余
戸
の
、
農

地
が
な
い
か
ま
た
は
不
足
す
る
小
作
人
と
零
細
農
に
分
配
さ
れ
た

し
、
ま
た
二
〇
万
二
千
町
歩
の
元
日
本
人
所
有
地
が
五
九
万
六
千

余
戸
の
農
家
に
分
配
さ
れ
た
」
、
と
報
じ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
朝
鮮
日
報
』
の
こ
の
「
分
配
」
総
括
は
、
同
紙
が

十
年
前
（
一
九
五
五
年
一
月
三
日
付
）
に
総
括
し
た
内
容
と
大
き

た
食
い
違
い
を
犯
し
て
い
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ぱ
こ
の
食
い
違
い

こ
そ
見
の
が
し
え
な
い
間
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
〇
七
頁
で
も
詳

し
く
見
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
の
時
点
（
土
地
代
金

完
納
予
定
年
度
は
一
九
四
四
年
）
で
は
五
四
万
一
千
四
六
五
町
歩

の
土
地
を
一
六
四
万
六
千
一
八
○
戸
の
農
家
に
「
分
配
」
し
て
い

た
も
の
の
、
そ
れ
以
来
地
主
が
「
改
革
法
」
第
十
八
条
（
土
地
代

金
を
納
め
え
な
い
農
民
は
当
該
農
地
を
奪
い
と
ら
れ
る
）
を
た
く

み
に
利
用
し
て
、
土
地
代
金
と
し
て
「
償
還
穀
」
を
完
納
で
き
え

た
か
っ
た
一
二
万
五
千
余
戸
の
「
分
配
」
農
家
か
ら
七
万
二
千
余

町
歩
の
土
地
を
奪
い
戻
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
三
七
四
）

　
　
前
述
の
「
食
い
違
い
」
を
分
り
易
く
整
理
す
れ
ぱ
前
頁
の
表
の
と

　
　
お
り
，
で
あ
る
が
、
同
表
に
よ
る
か
ぎ
り
地
主
に
奪
わ
れ
た
と
見
ら

　
　
れ
る
「
分
配
」
農
地
七
万
二
千
余
町
歩
の
約
九
〇
％
は
、
最
初
朝

　
　
鮮
人
地
主
が
所
有
し
て
い
た
畑
地
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
と
も
か
く
農
民
が
「
償
還
穀
」
を
ス
ム
ー
ス
に
納
入
で
き
う
る
た

　
　
め
に
は
、
そ
の
源
泉
は
当
該
農
地
か
ら
彼
ら
が
得
る
剰
余
生
産
物

　
　
で
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
が
、
そ
の
土
地
収
穫
物
を
も
っ
て
し
て
は

　
　
「
剰
余
」
と
こ
ろ
か
、
賃
金
部
分
も
賄
え
た
い
ば
か
り
で
な
く
、

　
　
年
度
に
よ
っ
て
は
肥
料
代
・
役
畜
賃
借
料
等
々
の
い
わ
ゆ
る
不
変

　
　
資
本
に
当
る
部
分
で
さ
え
も
補
填
で
き
え
た
か
っ
た
「
分
配
」
農

　
　
民
に
と
っ
て
、
そ
の
農
地
を
剥
奪
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
き
わ

　
ー
め
て
必
然
的
帰
結
で
あ
る
。
だ
か
ら
前
述
の
「
食
い
違
い
」
は
、

　
　
「
分
配
」
農
民
が
一
九
五
五
年
以
来
彼
ら
に
「
分
配
」
さ
れ
た
農
地

　
　
を
奪
わ
れ
ん
が
た
め
に
、
過
度
労
働
と
過
少
消
費
と
い
う
彼
ら
の

　
　
唯
一
の
武
器
を
も
っ
で
、
い
か
に
抵
抗
し
て
も
し
き
れ
な
か
っ
た

　
　
こ
と
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
「
分
配
」
農
地
は
当
局
発
表
数
字
に
従
っ
て
も
、

一
九
四
五
年
当
時
の
対
象
面
積
一
五
二
万
二
、
三
五
九
町
歩
に
対
比
す

れ
ぼ
三
七
・
八
％
、
　
「
農
地
改
革
法
」
公
布
時
で
あ
る
一
九
四
九
年
六



■

月
現
在
の
対
象
面
積
八
三
三
、
九
〇
六
町
歩
に
対
比
し
て
さ
え
六
八
％

に
す
ぎ
な
い
。

　
た
と
え
ば
『
朝
鮮
日
報
』
は
、
　
「
改
革
」
当
時
地
主
た
ち
が
自
分
の

土
地
を
確
保
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
権
謀
術
策
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
農
地
改
革
が
実
施
さ
れ
る

頃
、
従
来
か
ら
作
男
を
持
ち
、
労
賃
を
払
い
な
が
ら
他
人
の
労
力
に
頼

っ
て
農
業
を
営
む
大
農
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
地
主
層
の
大
部
分
で
さ

え
も
こ
の
チ
ャ
ソ
ス
を
の
が
さ
ず
に
小
作
人
か
ら
耕
地
の
一
部
づ
つ
を

回
収
し
て
、
そ
れ
を
い
わ
ゆ
る
白
作
農
と
い
う
口
実
の
下
に
家
族
各
人

当
り
三
、
○
○
○
坪
づ
つ
を
農
地
法
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
配
を
受

げ
た
ほ
か
に
、
二
町
歩
未
満
ま
で
は
黙
認
程
度
の
方
法
で
適
度
に
わ
が

物
に
し
、
二
町
歩
以
上
に
っ
い
て
は
近
親
の
名
儀
に
分
与
す
る
等
、
巧

妙
な
手
段
で
『
現
状
維
持
』
を
計
っ
た
の
で
あ
る
」
（
『
朝
鮮
日
報
』
一

九
五
年
六
月
十
一
日
附
）
。

　
こ
の
記
事
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
姿
を
消
し
た
小
作
地
面
積

の
行
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
保
留
、
強
売
、
隠
匿
お
よ
び
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
権
謀
に
よ

っ
て
縮
減
さ
れ
た
小
作
地
面
積
は
、
解
放
以
後
約
八
○
万
町
歩
に
達
す

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
南
朝
鮮
の
刊
行
物
す
ら
認

　
　
　
　
キ
ム
．
ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
げ
る
農
地
改
革
』

め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ぼ
『
産
業
総
覧
』
　
（
一
九
五
四
年
度

版
）
は
小
作
地
面
積
の
六
一
・
三
％
に
値
い
す
る
八
八
六
、
○
○
○
町

歩
が
強
売
ま
た
は
隠
匿
さ
れ
た
と
推
算
し
て
い
る
し
、
ま
た
い
わ
ゆ
る

「
Ｕ
Ｎ
韓
国
再
建
団
」
の
元
計
画
官
Ｌ
・
ゼ
ン
キ
ン
ス
（
カ
ナ
ダ
人
）

は
彼
の
手
記
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
土
地
が
一
九
四
七
～
一
九
四
九
年

の
あ
い
だ
に
約
五
〇
万
町
歩
、
一
九
四
九
年
以
後
約
三
〇
万
町
歩
、
合

計
八
○
万
町
歩
以
上
に
達
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
地
主
は
、
自
分
の
土
地
の
う
ち
最
優
等
地
を
す
で
に
見
た

よ
う
な
各
種
の
方
法
で
有
利
に
処
理
し
た
の
で
あ
っ
て
、
概
し
て
劣
等

地
の
み
を
．
「
改
革
」
に
委
ね
て
一
、
五
三
二
、
七
四
八
万
ホ
ァ
ン
（
園
）

と
い
う
土
地
価
格
の
保
障
を
受
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
ぼ
か
り
で
な
く
、

こ
の
金
で
有
利
な
元
日
帝
財
産
の
払
下
げ
を
受
げ
る
優
先
権
を
も
獲
得

し
て
い
る
。

　
一
方
、
　
「
分
配
」
土
地
面
積
が
縮
小
し
た
の
に
反
し
て
「
分
配
対
象
」

農
民
は
多
か
っ
た
の
で
、
一
農
家
当
り
の
「
分
配
」
土
地
面
積
は
問
題

に
な
ら
な
い
ほ
ど
零
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
現
地
の
刊
行
物

が
伝
え
る
土
地
「
分
配
」
実
績
に
よ
れ
ば
、
水
里
二
九
三
、
七
八
四
町

歩
、
畑
一
四
七
、
六
八
一
町
歩
、
合
計
五
四
一
、
四
六
五
町
歩
の
土
地

を
一
六
四
六
、
一
八
○
戸
の
農
家
に
「
分
配
」
し
て
い
る
か
ら
、
ニ
ロ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
三
七
五
）
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当
り
平
均
○
・
三
三
町
歩
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
猫
の
ひ
た
い
位
の
土

地
が
、
農
民
を
し
－
「
自
立
経
済
」
を
築
く
の
に
何
ら
寄
与
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
農
民
ぼ
、
土
地
代
金
と
し
て
現
物

（
粗
穀
）
で
「
分
配
」
農
地
分
一
、
一
五
八
七
、
○
○
○
石
、
帰
属
農

地
分
八
五
二
九
、
○
○
○
石
、
合
計
二
、
〇
一
ニ
ハ
、
○
○
○
石
を
、

水
田
と
畑
と
を
合
わ
せ
て
平
均
一
町
歩
当
り
三
七
石
を
納
付
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
年
の
期
問
中
に
毎
年
一
町
歩
当
り
七
．
四

石
を
納
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

「
政
府
」
発
表
の
誇
張
数
字
に
よ
っ
て
も
、
一
九
五
〇
～
一
九
五
四
年

の
五
年
問
の
一
町
歩
当
り
穀
物
平
均
収
穫
高
は
精
穀
一
〇
石
程
度
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
粗
穀
に
換
算
し
て
対
比
す
れ
ば
、
土
地
代
金
は
年
収

穫
高
の
三
〇
％
は
お
ろ
か
、
五
〇
完
以
上
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
前
述
の
一
、
六
四
六
、
○
○
○
戸
の
農
家
は
、
毎
年
収
穫
高
の
半

分
を
は
る
か
に
上
廻
る
高
率
地
代
を
、
形
式
的
に
は
政
府
に
実
質
的
に

は
地
主
に
支
払
う
と
こ
ろ
の
隷
属
農
民
に
転
化
さ
せ
ら
れ
た
。
と
同
時

に
、
、
こ
れ
ら
の
農
家
の
大
多
数
は
、
そ
の
土
地
代
価
を
支
払
う
た
め
に
、

地
主
、
高
利
貸
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
た
く
な
っ
た
し
、
一
方
す
で
に
見

て
き
た
小
作
権
剥
奪
を
恐
れ
て
止
む
え
ず
地
主
か
ら
土
地
を
買
入
れ
た

農
民
も
、
や
は
り
地
主
な
ら
び
に
高
利
貸
に
隷
属
を
余
儀
た
く
さ
れ
た

一
〇
八
　
（
三
七
六
）

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
「
豊
地
改
革
」
に
。
よ
っ
て
生
じ
た
農
村
の
階

級
関
係
の
変
化
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
に
は
と
も
あ
れ
「
農
地
改
革
」
は
、
南
朝
鮮
当
局
者
が
声
高
く
主

張
す
る
よ
う
に
地
主
階
級
と
小
作
制
度
を
決
し
て
清
算
し
た
も
の
で
は

な
い
。
な
る
ほ
ど
「
農
地
改
革
」
の
た
め
土
地
買
上
げ
た
ら
び
に
土
地

強
売
等
に
よ
っ
て
、
地
主
の
数
と
彼
ら
の
所
有
土
地
面
積
に
お
い
て
形

式
上
顕
著
な
変
化
・
減
少
が
生
。
じ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
地
主
が
階
級
と
し
て
存
在
し
な
い
と
か
、
た
か
ん

づ
く
農
村
に
お
け
る
地
主
の
経
済
的
・
搾
取
地
盤
が
崩
壌
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
地
主
は
、
買
上
げ
土
地
の
補
償
金
を
も
っ

て
「
政
府
」
保
有
の
工
場
・
鉱
山
の
み
な
ら
ず
、
果
樹
園
．
種
苗
圃
．

桑
畑
の
よ
う
な
農
業
用
地
お
よ
び
養
蚕
設
術
な
ど
を
優
先
的
に
購
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
地
主
に
は
従
来
か
ら
所
有
し
て
い
る

広
大
な
河
川
沼
地
、
干
潟
地
、
閉
墾
地
、
森
林
、
果
樹
園
、
種
苗
圃
お

よ
び
桑
畑
等
の
ほ
か
に
、
農
業
潅
概
施
設
す
ら
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
地
主
は
隠
匿
あ
る
い
は
「
ｎ
耕
」
形
式
を
採
っ
て
、
多
く

の
農
地
を
依
然
と
し
て
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
い
か
え
れ
ぼ
地
主
は
、
　
「
農
地
改
革
」
後
も
柵
変
ら
ず
農
地
の
一



部
と
、
そ
の
他
農
業
生
産
に
お
い
て
頂
要
な
意
義
を
も
つ
生
産
手
段
を
、

広
汎
に
保
有
し
て
い
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
と
く
に
莫
大
な
高
利
貸
資
金

ま
で
も
持
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
か
げ
に
隠
れ
た
り
、
あ
る
い
は
富
農

の
仮
面
を
被
っ
て
「
白
耕
」
彩
式
を
と
り
っ
っ
地
主
的
搾
取
を
っ
づ
げ

て
お
り
、
そ
の
一
部
は
直
接
富
農
に
転
化
し
さ
え
し
て
い
る
。
だ
か
ら

外
観
上
・
形
式
上
の
現
象
と
は
違
っ
一
て
地
主
階
級
は
事
実
上
存
続
し
て

お
り
、
し
か
も
彼
ら
は
農
村
に
お
い
て
政
治
・
経
済
的
に
支
配
的
地
位

を
依
然
と
し
て
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
っ
ぎ
に
農
民
の
経
理
変
化
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
八
・
一
五
解
放

後
広
汎
に
行
な
わ
れ
た
地
主
の
土
地
強
売
と
、
　
「
農
地
改
革
」
に
よ
っ

て
一
、
六
四
六
、
○
○
○
余
戸
が
五
四
万
町
歩
の
土
地
「
分
配
」
を
受

げ
た
結
果
、
白
作
農
の
数
が
珊
加
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
白
作
農
の
増
加
も
多
く
の
場
合
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

実
質
灼
に
は
土
地
を
購
人
し
て
白
分
の
経
済
的
土
台
を
強
固
に
し
た
の

は
一
部
の
窟
農
だ
け
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
手
厚
い
保
護
を
受

げ
た
宮
炎
の
隊
列
は
、
　
「
農
地
改
革
」
過
程
で
経
済
的
に
強
化
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
隊
列
の
中
に
は
、
過
去
の
地
主
が
外
観
上
富
農
に
仮
装
し
て

潜
入
し
て
い
る
か
ま
た
は
実
際
富
農
に
転
化
し
て
い
る
者
が
い
る
ほ
か

に
、
地
方
官
僚
な
ら
び
に
地
方
の
「
有
力
者
」
が
少
た
か
ら
ず
富
農
に

　
　
　
キ
ム
・
ス
ノ
ジ
ュ
ノ
『
南
靭
鮮
に
お
げ
る
農
地
改
革
』

転
化
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
「
改
革
」
過
程
に
お
い
て
「
農
地
委
員
会
」

や
自
分
の
職
権
を
利
用
し
て
所
有
地
を
確
保
し
、
あ
る
い
は
新
た
に
土

地
を
横
領
し
て
　
「
土
地
償
還
穀
」
、
　
「
土
地
収
得
税
」
お
よ
び
そ
の
他

の
負
担
の
減
免
を
受
げ
な
が
ら
次
第
に
富
農
・
地
主
化
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
「
農
地
改
革
」
に
お
い
て
富
農
隊
列
は
一
定
の
成
長
を
も
た

ら
し
て
い
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
反
し
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９
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年
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粒

．
、
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、

一
沙
工

て
白
作
農
の
大

多
数
は
形
式
上

の
土
地
所
有
者

で
あ
る
。
．
彼
ら

は
、
土
地
「
分

配
」
を
受
げ
た

農
民
で
あ
ろ
う

と
ま
た
は
土
地

を
強
制
的
に
売

り
つ
け
ら
れ
た

農
民
で
あ
ろ
う

と
、
い
ず
れ
も

一
〇
九
　
（
三
七
七
）
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高
利
貸
金
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
結
局
農
地
代
金
お
よ
び

高
利
貸
金
の
金
利
を
支
払
わ
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
「
政
府
」
ま

た
は
高
利
貸
業
老
に
地
代
支
払
い
の
義
務
を
負
う
隷
属
農
民
で
あ
る
。

　
ま
た
「
農
地
改
革
」
は
、
も
と
も
と
零
細
だ
っ
た
南
朝
鮮
の
農
業
を

よ
り
一
層
零
細
化
せ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
一
九
四
五
年
、
一
農
戸
当
り

平
均
耕
地
面
積
は
一
・
〇
七
町
歩
で
あ
っ
た
が
、
　
「
農
地
改
革
」
を
終

え
た
一
九
五
一
年
に
は
○
・
八
九
町
歩
に
減
少
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
農
地
改
革
」
前
後
の
経
営
規
模
別
農
家
構
成
は
第
４

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
同
表
で
み
る
よ
う
に
、
農
家
の
経
営
規
模
別
構
成
を
一
九
四
五
年
と

一
九
四
五
年
と
の
両
年
度
を
対
比
す
れ
ぼ
、
ま
ず
○
・
五
町
歩
未
満
の

農
家
は
、
総
農
戸
数
の
三
二
・
八
％
か
ら
四
二
・
五
％
に
最
も
増
加
し

て
お
り
、
っ
ぎ
に
○
・
五
～
一
町
歩
層
は
一
一
万
戸
が
増
え
て
総
農
家

戸
数
の
三
二
・
八
％
か
ら
三
六
・
○
％
に
、
つ
ま
り
増
加
の
第
二
位
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
一
町
歩
以
上
の
階
層
は
い
ず
れ
も
そ

の
比
策
が
液
少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
零
細
農
家
が
激
坤
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
土
地
を
強
制
的
に
買
わ
さ
れ
た
農
民
で
あ
る
か
ま
た
は

「
分
配
」
を
受
け
た
農
民
で
あ
る
か
を
閉
わ
ず
、
彼
ら
は
餓
死
を
免
が

れ
ん
が
た
め
に
苛
酷
な
債
務
奴
隷
へ
の
転
化
を
い
と
わ
ず
土
地
に
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
三
七
八
）

み
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
現
象
を
反
映
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
一
町
歩
未
満
の
耕
地
を
も
つ
農
家
と
い
う
も
の
は
、
概
し

て
白
分
の
土
地
生
産
物
だ
け
で
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
階
層
が
総
農
家
数
の
七
八
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
階
層
の
農
民
は
、
ど
ん
な
苛
酷
な
条
件
を
押
し
っ
げ
ら
れ
て
も
再

び
地
主
の
土
地
を
小
作
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
し
、
い
く
ら
安
い
賃
労

働
で
あ
っ
て
も
や
ら
ざ
る
を
え
な
い
窮
地
に
追
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

「
農
地
改
革
」
が
農
村
の
階
級
構
成
を
な
ん
ら
本
質
的
に
変
化
さ
せ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
地
の
刊
行
物
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

一
例
を
と
る
と
、
あ
る
論
老
は
「
改
革
」
後
の
総
農
家
戸
数
の
う
ち
約

一
〇
％
は
農
業
労
働
者
で
あ
り
、
そ
の
六
〇
～
七
〇
％
は
耕
地
不
足
農

家
－
零
細
農
家
で
あ
り
、
残
り
の
二
〇
～
三
〇
完
は
「
監
督
農
家
」
で

あ
る
と
規
定
し
た
あ
と
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
彼
ら
（
監
農
を
指
す
１
筆
者
）
は
実
際
百
姓
を
せ
ず
に
、
た
だ
賃
金

払
い
で
買
入
れ
た
人
夫
を
使
っ
て
経
営
す
る
、
…
：
・
そ
の
中
に
は
一
家

全
部
が
郁
く
ム
に
移
っ
て
住
み
な
が
ら
、
濃
期
の
あ
い
だ
だ
げ
農
村
に
帰

っ
て
き
て
『
監
農
』
す
る
者
も
あ
る
。
こ
れ
は
一
椛
の
不
在
地
主
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
実
情
で
あ
る
か
ら
農
地
改
革
が
行
な
わ
れ
た
と
は
一
一
一
口



わ
れ
な
が
ら
も
…
…
農
地
を
全
然
持
た
な
い
農
業
労
働
者
が
お
り
、
ま

た
自
分
の
所
有
地
を
耕
作
す
る
だ
け
で
は
一
年
を
生
き
の
び
得
な
い
細

農
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
不
在
地
主
ま
で
再
現
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、

こ
れ
は
旧
態
依
然
で
あ
っ
て
、
農
地
改
革
の
効
果
を
見
い
出
せ
な
い
有

様
で
あ
る
」
　
（
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
五
五
年
六
月
九
日
附
）
。

　
南
朝
鮮
の
「
農
地
改
革
」
は
、
土
地
の
な
い
農
民
ま
た
は
土
地
の
少

な
い
農
民
を
決
し
て
消
減
さ
せ
な
か
っ
た
し
、
勤
労
農
民
大
衆
に
何
ら

の
利
益
も
与
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
一
九
五
五
年
二
月
二
日
附
『
朝

鮮
日
報
』
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
単
に
敵

産
と
か
農
地
改
革
分
の
土
地
を
耕
作
す
る
農
家
は
、
そ
の
面
積
の
大
小

を
問
わ
ず
彼
ら
の
全
部
が
絶
糧
状
態
に
■
お
か
れ
て
い
る
。
農
民
の
生
活

を
貧
困
に
落
し
入
れ
た
こ
の
農
地
改
革
は
、
農
民
に
と
っ
て
は
『
泣
寝

入
り
』
を
強
い
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
」
。

　
「
農
地
改
革
」
の
反
動
性
な
ら
び
に
、
そ
れ
に
よ
る
農
業
生
産
関
係

の
「
変
化
」
の
本
質
は
、
　
「
改
革
」
後
の
農
村
経
理
の
変
化
過
程
を
み

れ
ぼ
よ
り
明
白
に
な
る
。

　
「
農
地
改
革
」
に
よ
っ
て
五
四
万
余
町
歩
が
農
民
に
「
分
配
」
さ
れ
、

地
主
の
多
く
の
土
地
が
農
民
に
強
制
的
に
売
り
っ
げ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

小
作
制
度
に
基
づ
く
搾
取
分
野
が
従
来
よ
り
著
し
く
狭
め
ら
れ
た
こ
と

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
農
地
改
革
』

だ
げ
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
小
作
制
に
よ
る
搾
取
は
　
「
改

革
」
後
も
や
は
り
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
す
で
に
考
察
し
た
よ

う
に
、
一
方
に
は
地
主
が
隠
匿
、
保
留
そ
の
他
の
方
法
で
多
く
の
土
地

を
保
有
し
て
お
り
、
他
方
に
は
餓
死
を
免
が
れ
ん
が
た
め
に
如
何
な
る

苛
酷
な
条
件
の
小
作
や
賃
労
働
で
も
甘
ん
じ
て
耐
え
し
の
ぼ
ね
ぱ
な
ら

な
い
多
数
の
、
土
地
の
な
い
農
民
ま
た
は
土
地
の
少
な
い
農
民
が
存
在

す
る
条
件
の
下
で
は
、
小
作
制
度
の
存
続
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
も

し
従
来
に
比
べ
て
異
っ
た
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
然
と
し
た
小
作
形

態
の
外
に
隠
ぺ
い
さ
れ
た
形
態
が
生
じ
、
後
老
の
比
重
が
よ
り
大
き
く

な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
農
地
改
革
法
」
は
、
一
方
で
は
小
作
制
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
な

が
ら
、
他
方
で
は
地
主
の
一
連
の
買
上
げ
保
留
地
に
対
し
て
小
作
制
度

を
公
然
と
認
め
て
い
る
。
地
主
で
あ
る
「
政
府
」
官
僚
・
軍
警
・
地
方

↑
有
力
者
」
た
ち
は
、
そ
う
し
た
規
定
を
払
大
利
用
し
て
公
然
と
小
作

に
出
し
て
お
り
、
し
か
も
小
作
料
と
し
て
坦
定
の
三
〇
％
を
は
る
か
に

超
過
す
る
五
〇
％
以
上
を
略
奪
し
て
い
る
。
ま
た
、
位
土
を
耕
作
す
る

代
価
と
し
て
墳
墓
を
管
理
し
祭
祀
の
費
用
を
負
担
す
る
の
も
、
も
ち
ろ

ん
露
骨
な
封
建
的
小
作
制
度
の
一
形
態
で
あ
る
。

　
だ
が
、
　
「
改
革
」
以
後
の
小
作
関
係
は
、
い
ろ
い
ろ
隠
蔽
さ
れ
た
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
三
七
九
）



■

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

態
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
つ
ま
り
農
村
に

お
い
て
政
治
・
経
済
的
実
権
を
掌
握
し
て
い
る
地
主
は
、
多
種
多
様
な

形
態
で
小
作
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
早
く
も
地
主
は
、

「
農
地
改
革
」
の
以
前
か
ら
自
分
に
経
済
的
に
隷
属
さ
せ
て
い
る
小
作

人
と
内
輪
的
約
束
の
下
に
、
名
目
上
の
土
地
所
有
権
を
小
作
人
の
名
儀

に
変
更
し
て
お
い
て
、
小
作
料
と
し
て
従
来
ど
お
り
現
物
を
秘
密
に
貰

う
か
、
あ
る
い
は
ヘ
ン
ラ
ソ
サ
リ
（
都
屋
住
み
）
・
作
男
・
季
節
雇
ま

た
は
旦
履
等
の
形
態
で
労
力
の
無
償
提
供
を
受
け
る
。
こ
れ
と
は
反
対

に
彩
式
的
に
は
地
主
が
自
耕
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
げ
な
が
ら
、

秘
密
契
約
の
下
に
小
作
に
出
し
て
従
来
同
様
の
打
租
ま
た
は
賭
租
を
と

る
捗
態
も
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
形
式
（
土
地
所
有
権
の
名
目
上
の
移
転

お
よ
び
地
主
の
白
耕
形
式
）
の
い
ず
れ
か
を
用
い
な
が
ら
、
実
質
的
に

は
地
主
の
土
地
の
一
部
分
の
耕
作
権
ま
た
は
そ
の
収
穫
物
の
取
得
権
を

農
民
に
与
え
る
代
り
に
、
地
主
土
地
の
他
の
一
都
分
を
内
緒
で
地
主
の

た
め
に
無
傲
で
耕
作
さ
せ
る
、
と
い
う
賦
役
制
度
も
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
春
耕
期
に
耕
作
契
約
を
結
び
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
地
主
が
都
給
賃

金
と
し
て
耕
作
賃
を
小
作
人
に
先
払
い
し
、
秋
の
収
穫
物
全
部
を
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

が
占
有
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
予
約
ま
た
は
下
請
小
作
と
い
う
彩
態

も
あ
る
。
そ
れ
ぼ
か
り
で
な
く
隠
蔽
さ
れ
た
地
主
・
秘
密
小
作
関
係
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
三
八
○
）

存
在
と
関
連
す
る
こ
と
だ
が
、
耕
作
権
転
売
の
紹
介
、
こ
と
に
小
作
権

の
又
貸
（
た
と
え
ぱ
収
穫
高
の
五
割
小
作
権
を
六
割
に
又
貸
を
し
て
一

割
を
中
問
搾
取
す
る
）
等
に
よ
っ
て
、
中
問
搾
取
を
生
業
に
す
る
老
さ

え
も
存
在
し
て
い
る
。

　
（
注
）
　
南
朝
鮮
の
出
版
物
は
、
　
「
改
革
」
後
の
小
作
関
係
の
復
活
に

　
　
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
　
「
い
わ
ゆ

　
　
る
下
請
式
小
作
制
度
と
い
う
む
の
が
広
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

　
　
そ
の
先
払
賃
金
を
収
穫
高
に
換
算
し
て
み
れ
ば
三
・
七
制
小
作
制

　
　
度
を
顧
倒
し
て
小
作
人
が
三
割
、
地
主
が
七
割
を
取
得
す
る
と
い

　
　
う
、
い
わ
ば
農
奴
制
に
類
似
し
た
最
も
苛
酷
な
搾
取
で
あ
る
が
、

　
　
そ
れ
が
最
近
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
ほ
か
に
、
旧
小
作

　
　
制
度
す
な
わ
ち
俗
に
い
う
『
半
打
作
』
と
い
う
制
度
が
、
再
び
復

　
　
活
さ
れ
公
然
と
横
行
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
」

　
　
（
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
五
五
年
六
月
九
日
付
）
。

　
以
上
で
み
て
き
た
小
作
関
係
は
、
よ
し
ん
ぱ
そ
れ
が
ど
ん
な
仮
面
で

装
っ
て
い
よ
う
と
も
、
本
質
上
従
来
の
小
作
関
係
と
何
ら
の
差
異
も
な

い
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
諸
形
態
の
う
ち
下
請
小
作
だ
げ
は
、
封
建
的

搾
取
関
係
が
濃
厚
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
さ
い
農
民
が
受
取
る
も
の

は
賃
金
で
あ
り
、
地
主
が
受
取
る
も
の
は
小
作
料
で
は
な
く
収
穫
物
全
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１
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１
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鑑
搬

年
口

済
鮒

経
朝

『
ｏ
　
『
ｏ

料賞

キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン

『
南
靭
鮮
に
お
げ
る
農
地
改
革
』

体
で
あ
る
、
と
い
う
、
以
昧
で
竹
、
木
人
炎
的
搾
取
、
堤
糸
が
介
在
し
て
い
４
。

し
か
し
こ
の
形
態
も
、
｛
棚
糾
の
農
村
締
済
の
賞
木
乍
義
化
地
釈
に
お

け
る
必
然
的
・
過
渡
的
床
物
と
し
て
売
牛
・
売
展
し
て
き
た
と
．
一
、
ｎ
う
よ

り
も
、
盲
、
に
公
然
た
る
小
作
例
度
は
形
式
上
制
眼
・
禁
止
さ
れ
て
い
る

粂
件
と
閑
連
し
て
普
及
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
榊
パ
地
改
卑
」
以
後
に
お
い
て
も
、
封
雄
的
小
作
関
係

は
木
質
的
に
従
来
と
ほ
ぼ
変
り
た
く
作
続
し
て
い
る
。

　
だ
と
す
れ
ぼ
、
こ
う
し
た
小
作
関
係
が
、
今
後
ど
う
い
う
方
向
に
光

蛙
す
る
だ
ろ
う
か
？
「
改
外
」
以
後
数
年
閉
の
箏
実
分
析
を
通
じ
て
、

こ
の
閉
題
に
つ
い
て
俗
え
て
み
よ
う
。

　
「
農
地
改
革
」
以
後
、
何
午
も
緑
過
し
な
い
う
ち
に
農
村
の
階
級
関

係
に
は
、
大
き
た
変
動
、
か
お
き
て
い
る
。
巾
農
牌
が
没
落
し
、
地
主
・

｛
品
農
隊
列
が
鹸
化
さ
れ
る
．
反
而
、
牢
細
貧
膿
・
、
脈
農
・
雛
農
階
屑
は
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
こ
で
参
考
ま
で
に
耕
地
規
模
別
農
宋
幼
熊
を

み
れ
ば
、
第
５
衣
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
５
表
に
よ
れ
ぼ
、
ま
ず
は
じ
め
に
○
・
、
五
～
一
町
歩
の
農
宗
（
甫

棚
鮒
の
一
農
戸
ｗ
Ｉ
り
桝
地
面
秋
が
○
・
八
九
町
歩
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
陪
牌
の
巾
に
は
巾
農
の
下
腐
が
多
数
介
ま

れ
て
い
る
と
．
一
一
一
口
え
る
）
は
、
．
小
断
に
か
つ
急
激
に
没
落
し
て
、
「
改
琳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
三
八
一
）



　
　
　
　
北
命
鮒
経
済
学
（
第
十
四
巻
∴
二
号
）

以
米
五
年
問
に
一
Ｑ
万
．
五
、
○
○
○
余
プ
も
減
少
し
て
い
る
。
○
・
．
ム

町
ル
人
満
を
耕
作
す
る
極
細
農
家
は
、
一
九
五
三
年
ま
で
に
し
万
八
、

○
○
○
余
、
い
も
増
加
し
た
、
か
、
そ
れ
以
後
三
年
問
に
五
万
八
、
○
○
○

余
．
ゾ
、
か
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
閑
朝
鮒
の
農
民
の
貧
農
化
・
雀
細
貰

の
極
細
農
化
、
こ
と
に
一
九
．
五
三
年
以
後
の
極
細
農
の
減
少
は
柑
の
ひ

た
い
仕
の
土
地
さ
え
も
縦
什
で
き
ず
に
離
農
す
る
現
象
を
．
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
お
一
九
、
４
二
～
一
九
五
六
年
の
あ
い
だ
に
、
｛
刺

糾
の
農
宗
は
三
、
カ
八
、
○
○
○
余
、
ド
も
減
少
し
て
い
る
。
他
万
、
二
～

．
、
．
町
少
農
家
た
ら
び
に
、
．
一
町
小
以
ト
の
農
家
は
、
と
く
に
、
九
．
片
、
、
．
年

以
後
農
Ｎ
が
没
落
す
る
叶
則
に
急
止
な
州
加
を
ホ
Ｌ
、
わ
ず
か
．
、
．
年
の

あ
い
た
に
舳
者
は
、
．
、
二
％
に
、
後
考
は
二
八
○
％
に
そ
れ
ぞ
ハ
州
－
川

し
て
い
る
。
巾
…
附
屑
の
没
落
に
よ
っ
て
枢
細
農
・
鮒
舳
腔
お
よ
ぴ
人
雌

の
山
似
州
加
は
、
ま
ぎ
れ
も
た
く
１
雌
地
改
革
」
以
後
の
汰
刻
た
附
級

分
化
刈
柵
を
帆
わ
す
も
の
で
あ
る
リ

　
一
一
の
よ
う
た
腔
け
の
附
岬
．
分
化
は
、
胆
火
が
「
舳
い
地
改
巾
」
に
わ
い

て
「
，
分
舳
」
を
ワ
け
た
ギ
地
を
炊
北
・
収
稚
さ
ハ
、
こ
の
－
ザ
．
地
パ
地
Ｌ

∴
＾
岬
い
に
町
朱
巾
す
４
地
杵
を
．
レ
腓
、
す
る
も
の
で
あ
る
リ

　
「
岬
レ
地
。
改
甘
｝
」
後
、
　
，
岨
い
地
附
い
旭
仙
〃
」
の
ほ
か
に
和
一
税
、
〔
い
川
∴
よ

ぴ
甘
凧
〕
地
舳
一
…
に
お
け
不
…
作
・
〃
ム
仙
什
…
の
だ
め
に
、
岬
ゲ
地
い
…
一
絡
々
．
｛
し
舳
…
－
て

一
四

　
）
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三
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二
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土
地
の
完
全
所

２
５

９
・

７
・

５９１』聞新済西系業産『版年
５
５

１
９』鑑年済経『料賞

有
者
に
転
化
し

た
農
民
は
、
ほ

ん
の
一
部
分
に

す
ぎ
な
い
。
農

地
価
格
の
調
整

高
と
そ
の
慎
還

実
績
と
を
対
比

す
れ
ぼ
、
姶
６

表
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
姑
６
太
で
み

る
よ
う
に
、
雌

地
代
金
が
｛
。
し
納
せ
ら
れ
る
は
ず
の
一
九
、
圧
○
～
一
九
五
四
年
問
の
償
遠

火
績
は
、
極
め
て
低
い
比
＊
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
比
率
は
年
々
低
下

し
て
い
る
。
こ
の
以
象
こ
そ
は
、
概
度
の
搾
取
に
う
め
く
席
棚
鮒
の
勤

労
農
比
に
と
っ
て
、
腔
地
代
介
を
到
吹
負
机
で
き
得
な
い
と
い
う
こ
と

を
閉
〔
に
」
ｒ
止
し
て
い
る
．
Ｌ
に
も
か
か
わ
ら
ず
米
・
「
韓
」
Ｗ
Ｉ
局
は
、

倣
川
旭
…
州
…
一
、
か
炊
“
る
．
九
、
斤
川
午
以
後
に
－
も
舳
い
＾
か
ら
附
蛉
胤
穀
の
欣
川
律
を



つ
づ
け
て
い
る
、
し
か
し
「
分
配
」
農
地
三
二
六
万
件
の
う
ち
償
迷
穀

を
完
納
し
た
件
数
は
、
締
切
期
限
か
ら
二
年
も
経
過
し
た
一
九
五
六
年

末
現
在
三
五
％
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
臼
分
の
名
儀
に
登
記
を
済

ま
せ
て
名
実
共
に
土
地
所
有
者
に
な
り
得
た
の
は
七
％
、
す
な
わ
ち
二

四
万
件
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
政
府
」
は
「
農
地
改
革
法
」
第
一
八
条
を
適
用
し
て
、
償
遠
穀
を

完
納
で
き
得
な
か
っ
た
土
地
を
農
民
か
ら
再
び
横
奪
し
て
地
主
・
笛
農

へ
の
再
分
配
を
強
行
し
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
慶
尚
北
道
だ
け
で

も
、
そ
れ
は
一
九
五
六
年
九
月
末
現
在
一
、
○
○
○
余
件
に
達
し
て
い

る
。
ま
た
農
民
は
「
改
革
」
が
行
な
わ
れ
て
い
く
ら
も
た
た
な
い
う
ち

に
、
苛
酪
な
収
稗
に
耐
え
き
れ
ず
に
土
地
を
手
ぼ
な
す
と
い
う
事
態
が

多
数
続
出
し
、
す
で
に
一
九
五
四
年
十
・
一
月
現
在
、
　
「
分
配
」
を
受
け

た
雌
ゾ
数
似
二
五
％
が
土
地
を
手
枚
し
て
お
り
、
全
羅
北
道
の
場
合

は
、
一
九
五
六
年
四
川
塊
在
そ
れ
が
八
○
％
に
連
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
土
地
は
、
　
「
農
地
改
革
」
後
地
仁
∴
＾
農
の
丁
に
町
集
巾
さ
れ
て

い
る
。

　
南
棚
鮒
の
刊
一
け
物
さ
え
、
こ
う
し
た
事
態
を
か
く
す
こ
と
は
で
き
た

い
。
た
と
え
ぼ
『
岬
旧
Ｈ
微
」
　
（
一
九
圧
亙
・
一
・
一
斤
）
は
、
　
「
腔

地
改
坤
や
り
て
も
、
や
ー
り
ん
て
も
　
　
放
売
さ
れ
る
分
配
農
地
、
互
ー

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ン
『
南
棚
鮮
に
お
げ
る
農
地
改
革
』

も
経
ず
し
て
新
地
ト
の
丁
に
　
　
」
と
い
う
標
雌
の
下
に
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
、

　
「
政
府
機
関
の
集
計
狩
料
に
よ
れ
ぼ
、
農
地
改
串
火
池
以
後
五
年
期

限
で
分
配
農
地
代
価
の
境
物
償
迷
を
約
火
し
だ
農
Ｎ
の
巾
に
、
絶
構
ま

た
は
営
農
資
金
の
枯
渇
の
た
め
土
地
を
売
払
っ
て
郁
巾
に
集
巾
す
る
惨

状
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
…
－
分
杣
農
地
を
売
っ
て
芹
肖
り
の
カ
辿
な

乍
計
に
当
て
て
国
を
去
る
、
そ
の
悲
惨
た
結
火
は
、
仰
農
貨
金
の
枯
池

と
過
重
な
賦
課
金
に
よ
っ
て
片
し
む
わ
が
農
付
の
疲
弊
状
態
を
そ
の
せ

ま
現
わ
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
土
地
は
阿
び
新
へ
地
仁
に
帰
し
っ
つ

あ
る
、
と
い
う
感
を
与
え
て
い
る
」
、

　
ま
た
『
朝
鮮
日
報
』
　
（
一
九
圧
人
・
六
・
．
Ｏ
）
は
、
　
「
腔
地
改
杵

の
と
き
分
配
を
受
げ
た
農
味
の
う
お
、
巾
農
は
ほ
と
ん
ど
没
落
さ
せ
ら

れ
、
新
地
十
工
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
八
、
、
わ
れ
わ
れ
の
雌
付
に

は
、
全
農
家
の
七
割
と
い
う
大
多
放
が
．
、
剖
伽
の
火
腔
に
吸
収
さ
れ
ろ

過
秋
が
進
行
し
て
い
ろ
」
と
、
岬
、
い
て
い
る

　
こ
う
し
た
現
象
は
絶
え
ず
つ
づ
い
て
い
る
。
　
だ
と
え
ぼ
雑
止
「
吋

政
」
は
、
九
五
七
年
Ｌ
川
け
の
巾
で
、
っ
ぎ
の
よ
つ
に
指
梢
し
て
い
ろ
、

　
す
な
わ
ち
、
　
「
腔
地
改
杵
後
、
午
比
腔
Ｎ
に
対
す
る
十
地
以
物
税
の

過
板
課
税
に
よ
っ
て
、
改
休
の
成
火
を
決
定
的
に
状
殺
す
ろ
よ
．
り
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
斤
　
（
一
．
、
八
．
．
、
）



　
　
　
　
立
命
鮒
縦
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

っ
た
と
い
う
事
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
目
下
、
十
地
の

集
中
と
小
作
契
約
の
取
引
が
い
た
る
処
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

政
府
は
自
分
が
ま
い
た
種
子
を
白
ら
ふ
み
に
じ
る
格
好
を
拙
い
た
」
と
い

　
ま
た
一
九
五
八
年
十
月
四
－
付
『
阯
界
通
信
』
は
、
　
「
農
地
改
半
」

以
後
の
九
年
問
の
実
態
を
総
折
す
る
中
で
、
　
「
従
来
よ
り
も
っ
と
甘
酩

な
小
作
方
式
が
横
行
し
て
お
り
」
、
「
分
配
さ
れ
た
農
地
は
又
売
り
」
さ

れ
て
「
新
興
地
十
エ
が
川
現
」
す
る
始
人
な
の
で
、
　
「
農
地
改
牡
」
は
腔

民
の
た
め
に
は
「
何
ら
寄
小
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
」
と
、
卜
仮
し

て
い
る
。

　
か
よ
う
な
事
情
の
巾
で
、
小
作
伽
度
は
形
人
上
一
定
の
「
伽
映
」
を

ヴ
け
て
お
り
、
雇
農
の
労
力
搾
取
は
公
然
た
る
分
野
に
な
っ
て
い
ゐ
か

ら
、
こ
の
搾
取
分
蜥
が
「
改
外
」
以
肺
よ
り
一
屑
払
大
し
て
い
ろ
人
、
い

う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
、

　
南
刺
鮒
の
農
村
に
は
、
脈
災
が
、
　
一
九
川
．
．
、
年
に
二
．
一
万
午
（
「
刺
鮒

経
済
年
報
」
一
九
川
八
年
版
一
て
あ
り
だ
が
、
　
「
改
巾
」
れ
舳
て
｛
６

一
九
四
九
年
六
月
に
は
．
一
し
〃
イ
（
「
調
介
月
撤
」
榊
奴
、
九
“
、
．
．
・

ゴ
、
）
　
に
増
加
し
、
烙
茱
総
人
Ｈ
の
二
・
九
％
に
泣
し
た
。
彼
ら
け
、

「
畏
地
改
巾
」
　
で
も
灯
篶
能
力
が
な
い
と
い
う
Ｈ
火
（
「
改
巾
｛
１
第

十
一
条
）
に
よ
っ
て
「
分
舳
」
対
象
か
ら
阯
外
さ
れ
た
の
イ
、
、
引
ざ
糾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
三
八
四
）

き
．
廠
農
の
境
遇
を
脱
げ
川
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
農
地
改
革
」
後
、
土
地
の
な
い
農
民
・
離
農

戸
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
農
村
失
業
者
は
急
速
に
増
加
し
た
。
す
な
わ

お
、
一
九
五
二
年
の
農
村
失
業
者
は
六
七
万
名
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五

六
年
に
七
〇
万
名
、
一
九
五
七
年
一
月
に
は
九
二
万
名
に
激
増
し
て
い

る
。
概
し
て
都
市
丁
業
が
発
朕
し
て
い
る
国
で
は
、
農
村
欠
業
者
が
工

茱
の
軽
要
な
労
働
予
備
軍
と
し
て
都
｛
に
流
出
す
る
の
だ
が
、
南
朝
鮒

の
努
態
は
こ
れ
と
全
く
異
な
る
。
米
国
の
植
民
地
略
葬
政
策
に
よ
っ
て

郁
巾
工
業
が
容
赦
な
く
破
壌
さ
れ
た
た
め
に
、
郁
市
失
業
者
群
も
激
蛸

し
て
お
り
、
彼
ら
は
農
村
に
逆
流
人
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
を
椚
い

た
、
そ
の
結
呆
、
農
村
の
脈
投
胴
は
絶
え
ず
拡
大
し
、
彼
ら
の
貨
企
は

版
め
て
低
い
水
準
に
く
ぎ
付
け
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
彼
ら
の
大
部
分
は
、

近
代
的
息
味
に
お
け
る
腔
茱
労
働
者
で
は
な
く
、
ヘ
ン
ラ
ソ
サ
リ
（
郁

甘
化
み
）
・
作
”
そ
の
他
と
し
て
人
格
的
に
も
地
乍
ま
た
は
旭
農
に
拙

肺
さ
せ
パ
り
れ
て
い
て
、
腔
業
労
働
の
み
な
ら
ず
啄
事
・
雑
用
の
諦
務
に
も

従
小
き
せ
ら
れ
、
半
対
雌
的
枠
取
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
に
お

け
心
Ｈ
帝
支
紀
下
の
．
脈
腔
と
木
ｎ
的
ん
火
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
い

　
＾
村
に
お
い
て
労
働
力
を
叱
，
勺
の
は
、
独
り
脈
雌
だ
け
で
は
次
く
劣

赦
の
伐
舳
い
も
そ
う
で
あ
ソ
～
　
ム
ニ
一
ろ
て
そ
の
パ
川
形
能
心
を
「
ぺ
れ
ぼ
、
Ｈ



　
　
比

　
一
成

成
一
構

柿力動列〃別快規経表７第
力
一働労

肋
一
％

加
一
１
８
　
１
０
０

ハ
ノ

打コプ功璽

４
プ

ハ
ノ

族
宗
一

に
数
率

戸
比

総
る

家
す

農
対

３
６完２

３
．

６％４

４
・．

ソ

　
ｒ

１
３０

７
．

８５

６
・

１レ

０

０
・

○ユ１

９
・

７未
１
．
Ｊ

／８イ６５９』女亘｝ｒ＊
．
〈～

．
ｒ

／
１

６
Ｆ
０

９］』

と
皿

通
Ｈ

ノ
虫

｝済作『

バ
・
季
節
．
脈
は
、
、
．
□
う
ま
で
七
斤

く
、
と
く
に
特
徴
的
な
の
は
批

介
、
ま
た
は
塊
物
幻
、
債
を
〃
桁
す

る
代
り
に
、
依
、
杵
肯
の
上
地
を

桝
作
し
て
や
る
と
い
う
岐
脇
労

役
的
杉
唯
、
す
な
わ
お
カ
パ
ル

ラ
と
い
わ
れ
る
閑
俸
、
か
｛
＾
に

篶
Ｈ
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
．

　
岨
レ
付
に
尤
大
な
潜
在
乍
、
茱
ｖ

一
か
山
め
り
、
○
■
・
．
斤
町
一
ル
仁
廿
川
の

版
舳
岨
い
’
水
お
よ
び
ｎ
）
・
．
化
～
．

…
｝
小
の
待
以
帆
い
の
人
榊
介
■
、
か
、
｝
〃

働
〃
を
北
る
か
ま
た
は
拠
米
を

杵
た
な
け
れ
ぼ
、
火
際
に
飢
鰍
牛
店
さ
え
も
紺
柵
し
俗
な
い
条
什
を
利

用
し
て
｛
＾
腔
な
ら
び
に
地
ド
は
、
尿
川
労
働
杵
を
甘
八
な
！
、
杵
収
し
で
、

い
る
。
南
刺
鮒
の
｛
仙
雌
・
地
に
、
の
．
脈
川
労
働
力
の
仙
川
状
汎
を
れ
れ
ぼ
、

姑
７
麦
の
と
お
り
で
あ
る
、

　
以
上
の
よ
う
な
．
杵
川
労
働
折
の
杵
収
以
争
は
、
｛
刺
艸
の
舳
ゲ
付
汁
済

に
お
い
て
資
木
ド
．
虚
的
枠
収
閑
係
、
か
あ
る
“
座
た
映
し
て
い
ろ
こ
！
、
を

　
　
　
　
キ
ム
・
ス
ノ
ジ
ュ
ン
「
南
柳
鮒
に
お
け
、
り
狼
地
改
柑
ド
」

．
レ
、
映
、
し
て
は
い
る
が
、
そ
、
の
、
反
．
血
封
雌
的
搾
収
閑
係
を
存
続
・
払
大
し

て
い
ろ
こ
と
を
も
大
わ
し
て
い
ろ
、
も
お
ろ
ん
、
形
式
的
と
は
い
え
あ

ろ
“
度
小
作
側
度
が
制
牒
き
れ
て
お
り
、
一
方
土
地
か
ら
分
燃
さ
れ
た

．
パ
雌
・
各
禰
欠
業
考
の
期
大
お
よ
び
土
地
の
地
十
エ
・
店
畏
へ
の
集
巾
は
、

汽
木
に
義
的
搾
取
関
係
の
潅
展
に
寄
与
す
る
一
定
の
条
件
に
た
る
。
、
し

か
Ｌ
な
が
ら
そ
の
反
面
、
郁
巾
工
業
の
破
峻
と
潜
在
的
農
村
過
剰
人
Ｈ

の
払
人
再
生
産
、
米
・
「
伸
」
ツ
帰
の
農
村
収
奔
政
策
の
強
化
と
坦
代

的
帷
械
・
技
術
の
農
茉
へ
の
導
人
の
排
除
ー
こ
れ
ら
の
絡
条
件
ぱ
、
農
付

に
恨
倣
く
彼
存
し
て
い
る
封
雄
的
遺
制
お
よ
び
生
陸
ｆ
け
の
地
七
附
級

へ
の
〃
集
中
と
共
に
、
封
雌
的
搾
取
関
係
を
拡
大
再
生
陸
す
る
よ
う
に

な
、
。
十
地
か
ら
遊
鮒
さ
せ
ら
れ
た
尤
大
な
潜
在
的
畏
付
過
剰
人
〕
は
、

舳
巾
へ
の
出
賂
を
見
…
川
し
え
ず
し
て
、
そ
の
大
部
分
が
地
ヒ
の
土
地
の

小
作
に
よ
っ
て
牛
命
を
縦
舟
し
て
い
か
ざ
る
を
得
た
い
し
、
ま
た
彼
ら

の
一
舳
は
、
脈
雌
に
、
ひ
ど
い
場
八
Ｈ
に
は
山
奥
の
僻
地
に
も
ぐ
っ
て
火
川

Ｋ
に
松
化
す
る
外
に
仕
よ
う
、
か
な
い
。
ア
メ
リ
ヵ
が
巾
棚
鮒
に
お
い
て

仙
尺
地
略
擦
政
策
を
敢
け
す
る
か
ぎ
り
、
雌
付
に
お
け
る
対
雌
的
杵
収

閑
係
は
支
杣
的
な
形
態
と
し
て
引
き
続
ぎ
伐
る
で
あ
ろ
う
二
こ
う
し
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沽
）

巾
廿
は
巾
棚
鮒
の
…
版
物
す
ら
惚
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
ド

　
（
小
一
　
「
こ
の
減
少
し
ト
」
雌
吹
、
郁
巾
火
業
考
お
よ
び
雌
村
で
分
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
Ｌ
　
（
．
、
一
八
人
）



　
　
　
　
立
命
鮒
絆
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

　
　
し
た
逃
剰
人
ｎ
は
、
都
市
で
洋
浪
の
あ
げ
く
に
農
村
へ
還
流
す
る

　
　
よ
う
に
な
る
」
　
「
理
宍
的
に
は
：
：
：
十
地
を
爽
失
し
て
い
て
も
農

　
　
村
内
部
に
と
ど
ま
っ
て
、
小
作
農
・
雇
農
・
日
脈
労
働
考
に
砿
化

　
　
す
る
の
で
あ
る
、
、
場
く
ｎ
に
よ
っ
て
は
火
旧
民
に
、
ま
た
は
他
所
へ

　
　
と
村
を
離
れ
る
」
　
（
「
炊
業
経
済
』
一
九
五
七
年
三
月
号
）

　
　
　
「
大
農
・
宮
農
が
土
地
を
集
中
す
る
源
泉
は
、
一
正
常
た
農
業
利

　
　
潤
で
は
な
く
、
主
に
席
利
貨
の
収
奪
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
し
て

　
　
そ
．
の
集
中
は
近
代
化
に
伴
う
経
営
視
桃
の
拡
張
に
〔
的
が
あ
る
の

　
　
で
は
な
く
、
封
建
礼
八
ム
の
遺
個
を
蹄
襲
し
た
小
作
捌
度
を
利
川
す

　
　
る
た
め
で
あ
る
。
よ
し
ん
ば
そ
の
土
地
を
ｎ
仰
す
る
場
く
］
で
あ
っ

　
　
て
も
、
近
代
的
意
味
に
お
け
る
農
業
労
働
者
を
、
脈
用
し
な
い
の
で

　
　
あ
っ
て
、
市
さ
び
た
封
建
的
収
奪
を
行
っ
て
い
る
」
　
（
上
掲
〃

　
　
三
頁
）

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
に
某
づ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
「
農
地
改
巾
」

の
礼
く
ム
粍
済
的
木
皿
と
「
改
革
」
以
後
に
お
け
る
牒
業
牛
雌
関
係
の
い

わ
ゆ
る
「
変
化
」
と
い
う
、
二
っ
の
閉
雌
に
っ
い
て
一
定
の
糾
論
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
、

　
Ｈ
、
　
「
畏
地
改
巾
」
は
、
決
し
て
栴
刺
鮒
の
畏
村
に
お
け
る
地
乍
的

支
杣
火
礎
を
破
峡
す
る
こ
と
は
で
き
た
か
っ
た
し
、
対
雌
的
柞
収
閑
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
．
、
、
八
六
）

を
清
算
す
る
こ
と
も
で
、
き
な
か
っ
入
」
、
、
一
定
の
恋
化
は
あ
る
と
し
て
も
、

地
主
的
所
有
制
度
は
そ
の
ま
ま
維
朴
し
て
い
る
一

　
地
上
は
・
「
改
革
」
以
後
に
も
一
郁
の
腔
地
を
保
付
し
て
お
り
、
か
什

・
河
川
沼
地
・
果
樹
陶
・
桑
州
・
准
概
池
設
↑
を
独
｛
し
て
い
る
、
と

同
時
に
、
農
民
に
対
す
る
廿
榊
な
高
利
代
的
搾
収
お
よ
び
そ
の
他
の
方

法
を
利
用
し
て
、
腔
村
に
お
い
て
政
治
・
絡
済
的
に
地
ト
、
的
地
仕
を
依

然
と
し
て
維
持
し
て
い
る
、
一

　
目
、
封
雄
的
小
作
関
係
は
、
公
然
ま
た
は
隠
倣
形
態
で
た
お
維
朴
し

て
い
る
。

　
目
、
　
「
農
地
改
革
」
後
、
ア
メ
リ
カ
の
独
｛
資
木
な
ら
び
に
｛
棚
艸

の
隷
属
質
本
に
よ
っ
て
、
雌
付
搾
取
が
よ
り
倣
め
ら
れ
、
農
民
搾
収
か

ら
楼
得
し
た
収
益
の
阿
分
杣
が
彼
ら
に
有
利
に
け
た
わ
れ
て
い
る
。

　
四
、
　
「
改
革
」
過
秋
に
お
い
て
ｎ
作
良
の
数
は
形
人
上
州
加
し
た
。

　
同
過
程
に
お
い
て
、
ｒ
呼
い
保
確
を
一
ヴ
け
た
一
椰
の
｛
＾
腔
の
地
“
は

強
化
さ
れ
、
大
多
数
の
地
卜
、
も
甘
農
を
よ
そ
お
っ
た
の
で
、
雌
付
支
舳

岬
の
構
遣
に
お
い
て
｛
＾
雌
の
比
爪
が
高
ま
っ
た
一

　
し
か
し
ｎ
作
農
の
大
多
数
は
、
ぞ
〔
ト
．
の
十
地
所
付
肯
に
す
ぎ
ず
、

あ
れ
こ
れ
の
形
態
で
な
お
地
に
の
十
地
を
桝
作
し
て
い
ろ
か
、
あ
る
い

は
そ
う
で
た
い
者
も
十
地
へ
令
・
“
利
代
企
、
の
利
ゴ
・
対
迷
的
租
税
↑



の
形
て
「
故
府
」
ま
た
は
高
利
貨
、
茱
者
に
、
地
代
を
支
払
わ
ね
、
ば
爪
ら

な
い
拙
属
農
民
で
あ
る
、

　
圃
、
　
「
農
地
改
革
」
は
、
も
と
も
と
．
劣
細
で
あ
っ
た
南
仰
艸
の
雌
茱

を
よ
り
．
木
細
化
せ
し
め
た
。

　
内
、
　
「
農
地
改
革
」
以
後
の
刈
秋
に
は
、
一
方
で
は
資
木
十
、
炎
的
搾

．
収
関
係
の
一
定
の
売
炭
を
甘
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
方
で
は
こ
の
允

於
が
抑
制
さ
れ
、
土
地
は
地
ト
、
の
丁
に
再
集
中
し
、
小
作
制
度
が
払
大

さ
れ
て
封
姓
的
搾
取
関
係
、
か
倣
化
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
栴
勒
鮒
の
腔
茱
の
杖
木
…
．
題
Ｈ
土
地
閉
題
は
脈
決
さ
れ

て
い
な
い
し
、
封
雄
的
搾
．
収
関
係
は
な
お
基
本
的
な
も
の
と
し
て
伐
仔

し
て
い
る
。

パ
ム

ス

ン
シ
一

ン
一
一
閉
刺
鮒
に
お
け
ろ
雌
地
｛
小
」

九
　
、
、
．
八
Ｌ
）


